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例
言 ・

小

田

原

古

式

消

防

調

査

（

以

下

、

本

調

査

）

は

、

小

田

原

市

無

形

文

化

財

（

民

俗

）

の

指

定

に

か

か

る

事

業

の

一

環

で

実

施

し

た

。

こ

れ

は

令

和

五

年

（

二

〇

二

三

年

）

一

月

一

六

日

に

鳶

職

組

合

か

ら

「

文

化

財

指

定

に

係

る

申

請

書

」

を

要

望

書

と

し

て

提

出

さ

れ

た

こ

と

に

端

を

発

す

る

。

し

か

し

、

小

田

原

古

式

消

防

は

、

そ

の

全

体

像

を

示

す

報

告

例

が

な

く

、

そ

の

価

値

を

顕

在

化

す

る

た

め

、

文

化

財

課

に

よ

る

調

査

を

開

始

し

た

。 

・

本

調

査

で

は

、

纏

振

り

、

木

遣

、

階

子

乗

り

の

練

習

と

出

初

式

、

北

條

五

代

祭

り

の

様

子

を

記

録

し

た

。

ま

た

、

か

つ

て

の

姿

に

つ

い

て

の

聞

き

書

き

調

査

、

道

具

の

記

録

、

新

聞

記

事

な

ど

の

文

献

調

査

を

行

っ

た

。

本

稿

で

は

、

紙

数

の

問

題

か

ら

、

こ

れ

ら

の

調

査

記

録

の

す

べ

て

を

掲

載

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

た

め

、

概

要

と

し

て

ま

と

め

る

も

の

で

あ

る

。 
 

 
 

・

本

稿

は

単

独

の

報

告

書

と

し

て

刊

行

を

予

定

し

て

お

ら

ず

、
『

小

田

原

市

郷

土

文

化

館

研

究

報

告

』

に

寄

稿

す

る

た

め

、

同

研

究

報

告

の

形

式

で

作

成

し

た

。

図

版

、

資

料

は

同

研

究

報

告

で

は

紙

数

が

足

り

な

い

た

め

、

本

稿

の

み

で

使

用

す

る

。

な

お

、

後

述

の

「

鳶

職

木

遣

採

譜

所

見

」
（

寺

田

真

由

美

）

は

、

同

研

究

報

告

に

収

録

し

て

い

な

い

。 

・

本

調

査

に

あ

た

り

記

録

を

文

化

財

課

主

任

保

坂

匠

、

写

真

撮

影

を

同

課

主

任

（

令

和

六

年

（

二

〇

二

四

年

）

度

主

査

）

鳥

居

紗

也

子

、

映

像

撮

影

を

保

坂

匠

が

行

っ

た

。

ま

た

本

書

の

執

筆

・

編

集

は

保

坂

匠

が

行

っ

た

。 

・

調

査

日

時

、

内

容

は

次

の

通

り

で

あ

る

。 

令

和

五

年

四

月

二

四

日

（

纏

振

り

、

木

遣

練

習

）
、

同

年

十

月

一

七

日

（

木

遣

練

習

）
、

同

年

一

二

月

五

日

（

階

子

乗

り

練

習

）
、

令

和

六

年

（

二

〇

二

四

年

）

一

月

四

日

（

階

子

造

り

）
、

同

年

一

月

一

一

日

（

小

田

原

市

消

防

出

初

式

）
、

同

年

五

月

三

日

（

北

條

五

代

祭

り

）
。 

・

昭

和

四

七

年

（

一

九

七

二

年

）

の

録

音

テ

ー

プ

が

見

つ

か

り

、

現

状

や

他

地

域

と

比

較

す

る

た

め

採

譜

を

行

っ

た

。

採

譜

は

、

京

都

芸

術

大

学

非

常

勤

講

師

、

相

模

女

子

大

学

非

常

勤

講

師

、

玉

川

大

学

非

常

勤

講

師

、

お

よ

び

横

浜

市

無

形

民

俗

文

化

財

保

護

団

体

育

成

検

討

会

検

討

委

員

寺

田

真

由

美

に

依

頼

し

た

。

ま

た

本

書

所

収

の

「

鳶
職
木
遣
採
譜
所
見
」
を
執
筆
い
た
だ
い
た
。
採

譜

し

た

曲

目

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

。 

「

真

鶴

」
（
「

Ｃ

Ｄ

木

遣

り

集

」

昭

和

四

七

年

二

月

制

作

）
、
「

真

鶴

・

手

古

」
（

文

化

部

研

修

大

会

第

二

六

回

、

小

田

原

鳶

職

組

合

、

平

成

二

六

年

録

音

）
、
「

真

鶴

・

手

古

」
（

文

化

部

研

修

大

会

第

二

六

回

、

川

崎

、

平

成

二

六

年

録

音

）
、
「

真

鶴

・

手

古

」
（

令

和

五

年

小

田

原

鳶

職

組

合

木

遣

唄

練

習

） 

・

本

調

査

で

収

集

し

た

資

料

、

撮

影

し

た

写

真

、

映

像

は

文

化

財

課

で

保

存

す

る

。 

・

最

後

に

、

調

査

に

ご

協

力

い

た

だ

い

た

鳶

職

組

合

、

古

式

消

防

参

加

者

の

皆

様

、

ま

た

調

査

、

執

筆

に

あ

た

り

昭

和

女

子

大

学

人

間

文

化

学

部

歴

史

文

化

学

科

教

授

で

あ

り

小

田

原

市

文

化

財

保

護

委

員

の

大

谷

津

早

苗

氏

に

ご

指

導

い

た

だ

い

た

、

こ

の

場

を

借

り

て

お

礼

申

し

上

げ

る

。 
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 - 1 - 

１ 

は
じ
め
に 

古
式
消
防
は
、
江
戸
時
代
に
遡
る
消
防
活
動
を
由
来
と
し
た
鳶
職
に
残
る
芸
能
で
あ
る
。 

小
田
原
に
は
、
こ
の
古
式
消
防
が
現
存
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
末
期
に
存
在
し
た
消
防
の
伝
統

を
継
承
し
、「
鳶
職
木
遣
」（
以
下
、
木
遣
）
、「
纏
振
り
」
、「
階
子

は

し

ご

乗
り
」（
常
用
漢
字
で
は
「
梯
子
」

と
表
記
す
る
が
、
本
稿
で
は
『
小
田
原
鳶
職
組
合 

創
立
一
一
〇
周
年
記
念
誌
』
に
あ
る
「
階
子
」

を
使
用
す
る
）
で
構
成
さ
れ
る
。
現
在
で
は
主
に
小
田
原
市
消
防
出
初
式
、
小
田
原
北
條
五
代
祭

り
（
以
下
、
北
條
五
代
祭
り
）
で
実
演
さ
れ
る
。 

古
式
消
防
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代
前
半
の
町
火
消
制
度
ま
で
遡
る
。
町
火
消
制
度
は
江
戸

時
代
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
年
）
を
嚆
矢
と
し
、
享
保
一
五
年
（
一
七
三
〇
年
）
に
火
消
人
足

が
半
減
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
町
人
主
体
か
ら
鳶
人
足
を
主
体
と
す
る
町
火
消
の
体
制
へ
と
変

わ
っ
て
い
く
一

。
古
式
消
防
が
実
演
さ
れ
る
出
初
式
の
起
源
は
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
年
）
の

大
火
の
後
の
万
治
二
年
（
一
六
五
九
年
）
一
月
四
日
に
老
中
稲
葉
正
則
が
定
火
消

じ
ょ
う
び
け
し

を
率
い
上
野
東

照
宮
前
で
行
っ
た
「
出
初
」
と
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
毎
年
一
月
四
日
に
上
野
東
照
宮
で
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
儀
式
化
さ
れ
慣
例
行
事
と
な
り
、
今
日
の
出
初
式
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
と
さ
れ
る
二

。
こ
の
よ
う
に
、
古
式
消
防
は
江
戸
時
代
前
半
か
ら
始
ま
っ
た
消
防
活
動
に

由
来
し
、
都
市
部
で
破
壊
消
防
に
従
事
す
る
鳶
職
に
よ
り
伝
播
、
伝
承
さ
れ
た
。 

全
国
的
に
は
発
祥
地
で
あ
る
「
江
戸
の
鳶
木
遣
」
が
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
年
）
、
「
江
戸
火

消
し
の
階は

し

子ご

乗
り
」
が
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）
に
東
京
都
無
形
民
俗
文
化
財
（
民
俗
芸
能
）

に
指
定
さ
れ
、「
仙
台
消
防
階
子
乗
り
」
が
調
査
報
告
書
の
刊
行
後
、
平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
年
）

に
仙
台
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
県
内
で
は
厚
木
市
で
「
古
式
消
防
」
が
昭
和

四
六
年
（
一
九
七
一
年
）
市
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
、
未
指
定
で
は
あ
る
が
横
浜
市
、
川
崎
市
、

藤
沢
市
、
平
塚
市
、
秦
野
市
、
松
田
町
、
湯
河
原
町
で
現
存
も
し
く
は
実
施
さ
れ
て
い
た
。 

小
田
原
の
古
式
消
防
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
存
在
し
、
当
時
相
模
国
最
大
の
都
市
で
あ
り
江
戸

に
程
近
い
小
田
原
の
古
式
消
防
は
比
較
的
早
い
段
階
で
始
ま
り
、
規
模
が
大
き
か
っ
た
と
想
定
さ

れ
る
。 

 

２ 

小
田
原
古
式
消
防
、
鳶
職
に
関
す
る
記
録 

小
田
原
古
式
消
防
、
鳶
職
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
細
な
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
若
干
の

 

一 

『
江
戸
町
人
の
研
究
』
第
五
巻
、
一
一
五
頁
、
一
三
〇
頁 

二 

『
東
京
の
消
防
百
年
の
歩
み
』
、
二
一
頁 

古
文
書
や
片
岡
永
左
衛
門
が
著
し
た
『
明
治
小
田
原
町
誌
』
、
新
聞
記
事
な
ど
か
ら
断
片
的
に
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 ２-

１ 

江
戸
時
代 

小
田
原
市
域
に
お
い
て
鳶
職
の
名
が
初
め
て
確
認
で
き
る
資
料
は
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
年
）

一
二
月
「
小
田
原
藩
が
領
内
の
職
人
を
統
制
す
る
」
三

で
小
田
原
藩
が
統
制
す
る
十
三
職
に
「
鳶

職
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
鳶
職
の
消
防
参
加
は
、
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
年
）「
旧
小

田
原
藩
町
方
火
消
纏
雛
形
」
（
小
田
原
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
）
か
ら
わ
か
る
。
「
旧
小
田
原
藩
町

方
火
消
纏
雛
形
」
を
見
る
と
、
小
田
原
宿
で
は
町
内
毎
の
町
方
火
消
の
ほ
か
に
五
十
人
組
を
組
織

し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
、
鳶
職
が
こ
の
五
十
人
組
を
構
成
し
て
い
た
と
さ
れ
る
四

。 

ま
た
、
鳶
職
に
か
か
る
記
載
は
な
い
も
の
の
、『
明
治
小
田
原
町
誌
』
明
治
二
年
（
一
八
六
九
年
）

正
月
二
〇
日
の
項
に
は
「
従
来
は
」
と
し
て
、
江
戸
時
代
末
期
の
消
防
の
体
制
に
つ
い
て
片
岡
の

記
憶
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
従
来
は
小
田
原
宿
拾
九
ケ
町
は
各
町
に
消
防
夫
の
設
備
あ
り
、
小
町

は
凡
廿
人
、
大
町
は
四
十
人
位
に
て
、
各
戸
主
は
自
身
此
任
に
当
り
、
器
具
と
し
て
は
纏
、
高
張

提
灯
、
竜
吐
水
、
指
又
、
階
子
、
鳶
口
、
玄
馬
桶
、
手
桶
、
釣
屏
等
に
て
、
其
服
装
は
名
主
組
頭

の
町
役
人
は
袴
を
着
し
雲
形
唐
草
模
様
又
は
家
紋
な
と
其
の
好
に
随
ひ
染
、
或
は
縫
模
様
し
た
る

胸
当
を
な
し
、
革
又
は
木
綿
其
他
の
火
事
羽
織
に
家
紋
や
模
様
を
附
た
る
火
事
頭
巾
を
冠
り
、
消

防
夫
は
其
町
の
印
を
附
し
、
木
綿
半
纏
に
頭
巾
を
着
し
、
名
主
・
組
頭
の
指
揮
に
よ
り
消
防
に
従

事
せ
り
」
五

と
し
て
お
り
、
当
時
の
消
防
に
お
け
る
道
具
や
衣
装
が
窺
え
る
。 

 ２-

２ 

明
治
時
代 

 

明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
鳶
職
に
よ
る
消
防
を
知
り
得
る
記
録
の
初
出
は
、『
明
治
小
田
原
町

誌
』
明
治
二
年
正
月
二
〇
日
の
項
に
「
消
防
組
織
を
改
正
し
、
鳶
職
の
者
は
拾
人
を
以
て
消
防
夫

と
な
し
、
手
当
と
し
て
壱
ケ
年
拾
五
円
、
出
場
毎
に
壱
人
金
弐
銭
の
弁
当
料
を
給
与
な
す
事
と
な

れ
り
」
六

と
あ
る
。
次
い
で
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
年
）
一
二
月
の
項
に
「
鳶
職
、
消
防
夫
幷

 

三 

『
小
田
原
市
史 

史
料
編
近
世
Ⅲ
藩
領
２
』 

№
一
〇
八 

四 

『
小
田
原
鳶
職
組
合 

創
立
一
一
〇
周
年
記
念
誌
』
、
五
一
頁 

五 

『
明
治
小
田
原
町
誌 

上
』
、
五
六
頁 

六 

同
書
、
五
六
頁 
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に
巡
査
の
役
割
を
改
正
な
す
」
七

と
あ
り
、
ポ
ン
プ
一
台
、
龍
吐
水
二
丁
、
引
倒
方
そ
れ
ぞ
れ
に

指
揮
役
の
巡
査
と
実
働
の
鳶
に
役
割
を
分
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
明
治
一
四
年
（
一

八
八
一
年
）
九
月
一
五
日
の
項
に
は
「
町
立
消
防
組
を
改
正
し
鳶
職
の
者
八
拾
人
と
定
め
」
八

た
。

両
記
録
か
ら
消
防
に
お
け
る
鳶
職
・
破
壊
消
防
従
事
者
の
重
要
性
が
窺
わ
れ
る
。 

 

芸
能
と
し
て
の
古
式
消
防
に
関
す
る
直
接
的
な
記
録
は
な
い
が
、
同
書
明
治
二
年
一
〇
月
一
五

日
の
項
に
「
例
年
之
通
り
火
消
揃
を
な
せ
り
」
九

と
あ
り
、
現
在
の
消
防
出
初
式
に
類
す
る
行
事

が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
い
で
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
年
）
一
月
一
七
日
の
項
に

「
各
町
有
志
消
防
組
の
始
め
て
出
初
式
を
挙
行
し
以
後
例
と
な
す
」
一
〇

と
あ
り
、
こ
の
頃
に
は
出

初
式
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一

〇
年
）
一
月
一
三
日
の
『
横
浜
貿
易
新
報
』
の
記
事
「
小
田
原 

消
防
出
初
式
」
に
、「
小
田
原
町

全
町
の
消
防
出
初
式
は
十
一
日
午
前
九
時
よ
り
御
用
邸
前
広
場
に
て
挙
行
し
、
先
づ
本
県
警
務
課

長
代
理
岸
本
保
安
課
長
の
点
検
あ
り
夫
よ
り
階
子
乗
り
あ
り
て
次
に
例
の
注
水
試
験
の
達
磨
落
し

あ
り
終
り
を
告
げ
し
は
午
後
一
時
半
頃
な
り
」
と
あ
り
、
明
治
時
代
末
に
は
現
在
の
小
田
原
城
址

公
園
前
の
御
濠
端
通
り
で
放
水
と
階
子
乗
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

鳶
職
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
年
）
一
一
月
一
五
日
に
足
柄
下
郡
鳶
職
組
合
の

結
成
に
つ
い
て
「
鳶
職
組
合
規
約
御
認
可
願
」
を
鳶
職
惣
代
人
二
名
と
小
田
原
幸
町
外
四
ケ
町
戸

長
、
荻
窪
村
外
七
ケ
村
戸
長
、
板
橋
村
外
三
ケ
村
戸
長
、
酒
匂
村
外
三
ケ
村
戸
長
の
計
六
名
の
連

名
に
よ
り
神
奈
川
県
知
事
に
提
出
し
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
年
）
三
月
一
三
日
神
奈
川
県
知

事
か
ら
の
認
可
を
受
け
た
一
一

。 

 

２-

３ 

破
壊
消
防
の
終
わ
り
と
そ
の
後
の
古
式
消
防 

大
正
時
代
以
降
も
破
壊
消
防
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
消
火
活
動
に
お
い
て
鳶
職
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
年
）
四
月
に
発
布
さ
れ
た
「
警
防
団
令
」

に
よ
り
、
鳶
職
が
従
事
す
る
消
防
組
は
防
護
団
と
統
合
さ
れ
警
防
団
と
な
っ
た
一
二

。
た
だ
し
、
戦

 

七 

『
明
治
小
田
原
町
誌 

中
』
、
一
六
頁 

八 

同
書
、
二
六
頁 

九 

『
明
治
小
田
原
町
誌 

上
』
、
一
〇
四
頁 

一
〇 

『
明
治
小
田
原
町
誌 

中
』
、
四
五
頁 

一
一 

『
小
田
原
鳶
職
組
合 

創
立
一
一
〇
周
年
記
念
誌
』
、
二
六
頁 

一
二 

同
書
、
四
〇
頁 

後
も
消
防
に
鳶
職
が
関
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
鳶
職
の
Ｋ
氏
（
一
九
五
八
年
生
）
の
記
憶
で
は
、

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
生
ま
れ
の
父
は
、
戦
後
す
ぐ
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
年
）
く
ら
い

の
頃
に
階
子
役
で
、
仕
事
中
に
火
事
が
起
き
、
雇
っ
て
い
た
若
い
衆
に
自
転
車
二
台
を
本
町
の
家

か
ら
出
さ
せ
て
、
そ
の
自
転
車
二
台
に
一
本
の
階
子
を
括
り
付
け
運
び
、
国
道
を
渡
っ
た
そ
う
だ
。

た
だ
し
、
当
時
既
に
纏
は
使
っ
て
い
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
破
壊
消
防
の
本
格
的
な
終
焉
は

昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
年
）
と
さ
れ
、
こ
の
年
に
破
壊
消
防
を
担
当
す
る
特
設
消
防
団
を
解
散

し
、
小
田
原
市
章
金
纏
が
贈
ら
れ
た
一
三

。 

出
初
式
に
つ
い
て
、『
横
浜
貿
易
新
報
』
の
大
正
六
年
（
一
九
一
七
年
）
一
月
七
日
、
大
正
七
年

（
一
九
一
八
年
）
一
月
一
二
日
の
記
事
か
ら
、
引
き
続
き
放
水
と
階
子
乗
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
し
階
子
乗
り
を
鳶
職
が
行
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
直
接
的
な
記

録
は
な
い
。
時
代
が
下
る
が
『
横
浜
貿
易
新
報
』
の
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
年
）
一
月
一
二
日

の
記
事
「
合
併
消
防
出
初
式
」
に
、「
小
田
原
町
並
に
早
川
大
窪
両
村
合
併
消
防
出
初
め
式
は
例
年

一
一
日
挙
行
さ
れ
た
が
本
年
は
大
日
本
消
防
協
会
松
井
博
士
の
講
演
関
係
か
ら
十
六
日
に
延
期
さ

れ
た
の
で
一
一
日
鳶
職
一
、
二
番
組
の
階
子
乗
り
だ
け
行
っ
た
」
と
あ
り
、
階
子
乗
り
は
鳶
職
が

実
施
し
て
お
り
、
一
月
一
一
日
に
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
年
）
四
月
、
鳶
職
木
遣
の
保
存
会
で
あ
る
一
聲
会
が
組
織
さ
れ
、
喉

に
霊
験
が
あ
る
と
さ
れ
る
佐
奈
田
霊
社
に
石
造
真
棒
を
奉
納
し
て
い
る
。
現
在
で
も
一
聲
会
は
鳶

職
に
よ
り
組
織
さ
れ
活
動
し
て
い
る
。 

戦
後
の
古
式
消
防
に
つ
い
て
、
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
年
）
一
月
二
〇
日
の
小
田
原
市
広
報

の
記
事
「
消
防
始
式
を
行
う
」
に
「
古
式
床
し
い
纏
振
込
み
や
梯
子
登
り
の
演
技
が
あ
り
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防
始
式
（
現
在
の
小
田
原
市
消
防
出
初
式
）
と
し
て
継
承
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
年
）
に
始
ま
っ
た
小
田
原
お
城
ま
つ
り
（
現

在
の
北
條
五
代
祭
り
）
に
初
回
か
ら
参
加
し
て
い
る
一
四

。
残
念
な
が
ら
お
城
ま
つ
り
に
つ
い
て
、

昭
和
四
〇
年
六
月
一
日
広
報
小
田
原
に
は
古
式
消
防
の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。
鳶
職
の
Ｏ
氏
（
一

九
五
九
年
生
）
の
話
で
は
、
昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
年
）
ま
で
階
子
乗
り
を
行
っ
て
い
た
そ
う

だ
。
現
在
は
鳶
職
で
行
列
を
組
み
、
纏
振
り
と
木
遣
を
歌
い
な
が
ら
行
進
し
て
い
る
。 

こ
の
他
、
古
式
消
防
が
実
演
さ
れ
る
機
会
は
、
小
田
原
宿
総
鎮
守
と
呼
ば
れ
た
松
原
神
社
の
例

 

一
三 

『
小
田
原
鳶
職
組
合 

創
立
一
一
〇
周
年
記
念
誌
』
、
五
〇
頁 

一
四 

同
書
、
四
六
頁 



 - 3 - 

大
祭
で
、
神
社
神
輿
の
渡
御
の
際
に
、
鳶
職
が
神
輿
の
前
で
先
導
し
、
木
遣
を
歌
っ
た
。
鳶
職
の

Ｙ
氏
（
一
九
六
八
年
生
）
の
話
で
は
、
松
原
神
社
例
大
祭
で
神
輿
を
載
せ
た
御
所
車
を
牛
に
曳
か

せ
て
お
り
、
鳶
職
が
牛
を
曳
く
役
、
先
導
役
を
担
っ
て
い
た
。
神
輿
行
列
の
先
頭
で
ジ
ャ
ラ
ン
ボ

ウ
と
呼
ば
れ
る
木
の
棒
を
打
ち
付
け
先
導
す
る
役
が
二
人
、
そ
の
後
ろ
に
木
遣
を
歌
う
鳶
職
が
並

び
、
そ
の
後
ろ
が
神
輿
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
一
〇
年
程
前
ま
で
鳶
が
先
導
し
て
い
た
そ
う
だ
が
、

平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
自
粛
に
よ
る
影
響
で
体
制
が
変
わ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
神
輿
を
載
せ
た
御
所
車
を
使
用
し
て
い
た
の
は
、
昭
和
三
六
年
（
一

九
六
一
年
）
か
ら
平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）
ま
で
で
あ
る
一
五

。 

余
談
で
は
あ
る
が
、
鳶
職
に
関
す
る
記
事
と
し
て
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
一
月
七
日
の
『
横

浜
貿
易
新
報
』「
小
田
原
町
の
鳶
職
組
合
紛
擾
」
に
、
鳶
職
組
合
員
が
出
入
の
芸
妓
屋
に
雇
わ
れ
三

ヶ
日
間
箱
丁
の
代
り
と
し
て
芸
妓
の
箱
持
を
し
た
と
し
て
、
組
合
内
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
Ｋ

氏
に
よ
る
と
、
出
入
に
つ
い
て
、
ゴ
ヒ
イ
キ
（
ご
贔
屓
）
と
も
呼
び
、
近
年
ま
で
数
件
付
き
合
い

が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
前
出
の
鳶
職
Ｋ
氏
は
、
四
〇
年
く
ら
い
前
に
な
る
が
、
駅
前
の
眼
科
が
ゴ
ヒ

イ
キ
で
、
息
子
さ
ん
の
引
越
し
の
手
伝
い
を
し
た
。
そ
の
他
小
田
原
の
街
中
に
あ
る
医
院
や
洋
品

店
、
塔
ノ
沢
の
旅
館
も
ゴ
ヒ
イ
キ
だ
っ
た
。
ど
ぶ
掃
除
な
ど
も
手
伝
っ
た
。
旅
館
は
大
掃
除
の
手

伝
い
を
し
た
記
憶
が
あ
る
。
ど
こ
も
半
纏
を
も
ら
っ
て
い
た
。
タ
テ
マ
エ
（
建
前
）
の
時
も
半
纏

を
も
ら
っ
た
。
タ
テ
マ
エ
を
や
っ
た
所
が
ゴ
ヒ
イ
キ
に
な
る
こ
と
が
多
い
そ
う
だ
。
タ
テ
マ
エ
に

つ
い
て
、
Ｙ
氏
の
話
で
、
父
は
タ
テ
マ
エ
だ
け
で
一
年
食
べ
て
い
け
る
程
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
年

間
九
〇
件
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
Ｙ
氏
の
若
い
頃
に
、
ご
祝
儀
は
多
い
と
き
七
万
円
を
も
ら
っ
た
。

オ
ヤ
ブ
ン
で
あ
る
父
は
そ
の
倍
は
も
ら
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
若
い
衆
は
一
万
円
と
か
五
〇
〇
〇
円

が
多
か
っ
た
。 

以
上
の
よ
う
に
、
戦
後
に
は
消
防
活
動
か
ら
破
壊
消
防
が
な
く
な
り
、
鳶
職
は
消
防
活
動
か
ら

離
れ
る
こ
と
に
な
る
。
既
に
纏
振
り
は
消
防
活
動
で
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
消

防
出
初
式
で
の
み
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
年
）
か
ら
は
小
田
原

お
城
ま
つ
り
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

   

 

一
五 

『
松
原
神
社 

明
神
會 

二
〇
周
年
記
念
誌
』
、
二
一
頁 

３ 

伝
承
組
織
・
練
習
・
準
備 

現
在
の
小
田
原
古
式
消
防
は
、
小
田
原
古
式
消
防
記
念
会
、
特
に
木
遣
は
一
聲
会
が
伝
承
し
て

い
る
。
両
組
織
は
鳶
職
が
参
加
、
運
営
し
て
お
り
、
実
質
的
に
は
鳶
職
組
合
内
部
組
織
に
近
い
形

態
で
あ
る
。 

 

３-

１ 

伝
承
組
織 

小
田
原
古
式
消
防
記
念
会
の
設
立
は
判
然
と
し
な
い
が
、
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
年
）
に
小

田
原
鳶
消
防
記
念
会
の
名
称
で
結
成
一
六

さ
れ
た
組
織
を
改
称
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
松
原

神
社
境
内
の
木
遣
塚
と
呼
ば
れ
る
石
造
灯
籠
は
、「
小
田
原 

鳶
消
防
記
念
会
」
に
よ
り
「
昭
和
四

十
一
年
四
月
吉
日
」
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
灯
籠
に
記
銘
さ
れ
た
寄
付
者
名
か
ら
、
当
時
の

役
職
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
元
老
二
名
、
取
締
四
名
、
組
頭
五
名
、
副
組
頭
三
名
、
小
頭
三
名
、

副
小
頭
六
名
、
纏
六
名
、
階
子
六
名
、
刺
又
六
名
で
あ
る
。 

現
在
は
古
式
消
防
記
念
会
と
呼
ば
れ
、
三
〇
人
程
の
鳶
職
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
役
職
は
鳶
職

組
合
の
古
い
役
職
名
を
使
っ
た
も
の
で
、
実
際
は
組
合
の
組
合
長
、
副
組
合
長
、
会
計
な
ど
が
運

営
し
て
い
る
。
古
式
消
防
記
念
会
の
役
職
は
組
頭
、
副
組
頭
、
小
頭
、
平
組
、
刺
又
、
階
子
、
纏

が
あ
る
。
実
質
の
運
営
は
小
頭
が
行
い
、
小
頭
を
経
験
し
た
者
が
相
談
役
と
し
て
副
組
頭
に
な
る
。 

ま
た
鳶
職
組
合
に
入
る
前
の
若
者
組
と
し
て
若
鳶
会
が
あ
る
。
若
鳶
会
は
昭
和
四
七
年
（
一
九

七
二
年
）
に
結
成
さ
れ
た
一
七

。
若
鳶
会
の
役
職
は
会
長
、
副
会
長
、
会
計
、
会
計
監
査
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
技
能
な
ど
が
あ
り
、
順
番
に
役
職
が
上
が
っ
て
い
き
、
会
長
を
二
年
や
る
と
退
会

と
な
る
。
入
会
は
任
意
で
あ
る
た
め
、
会
員
数
が
減
り
、
現
在
は
三
人
が
参
加
し
て
い
る
。
Ｋ
氏

は
、
一
八
歳
に
仕
事
を
は
じ
め
、
乗
り
子
に
な
ら
な
い
か
と
声
を
掛
け
ら
れ
体
験
し
た
が
断
っ
た
。

し
か
し
二
〇
歳
に
な
り
若
鳶
会
に
入
会
す
る
と
乗
り
子
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
若
鳶
会
は
鳶
職

に
な
っ
た
人
が
入
る
が
、
入
会
し
た
者
は
乗
り
子
に
な
る
た
め
、
そ
の
年
か
ら
乗
り
子
に
な
っ
た
。

乗
り
子
の
役
を
終
え
る
と
、
木
遣
の
練
習
を
す
る
。 

た
だ
し
乗
り
子
は
必
ず
若
鳶
会
に
入
る
必
要
は
な
く
、
消
防
団
員
の
参
加
や
、
階
子
乗
り
が
好

き
な
人
は
若
鳶
会
を
退
会
後
も
長
く
や
っ
て
い
た
。 

  

 

一
六 

『
小
田
原
鳶
職
組
合 

創
立
一
一
〇
周
年
記
念
誌
』
、
五
〇
頁 

一
七 

同
書
、
五
〇
頁 
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３-
２ 

練
習 

古
式
消
防
の
練
習
は
、
年
に
三
回
行
う
。
こ
こ
で
は
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
年
）
の
練
習
を

紹
介
す
る
。 

・
四
月
二
四
日
か
ら
五
日
間
、
纏
振
り
、
木
遣
の
練
習
。
鳶
職
組
合
二
〇
人
と
技
能
実
習
生
二

人
が
参
加
し
た
。 

調
査
日
：
令
和
五
年
四
月
二
四
日
（
月
） 

場
所
：
（
纏
振
り
）
松
原
神
社
境
内
、
（
木
遣
）
境
内
の
小
屋 

一
九
時
一
五
分 

調
査
員
が
松
原
神
社
に
到
着
。
す
で
に
十
五
人
集
ま
っ
て
お
り
、
纏
振

り
の
練
習
を
し
て
い
る
。
経
験
者
が
若
手
に
振
り
方
を
見
せ
な
が
ら
教

え
て
い
る
。 

二
〇
時
〇
〇
分 

小
屋
で
木
遣
の
練
習
。
役
員
な
ど
熟
年
者
十
人
が
参
加
。
途
中
二
人
が

追
加
。
「
五
萬
石
」
、
「
駅
路
」
を
練
習
し
た
。
手
に
棒
を
持
ち
、
椅
子

に
座
っ
て
歌
う
。 

二
一
時
〇
〇
分 

終
了
。
組
合
長
か
ら
挨
拶
。
副
組
合
長
か
ら
連
絡
事
項
が
あ
り
、
草
鞋

が
配
ら
れ
る
。 

・
一
〇
月
、
木
遣
の
練
習
。
一
〇
名
程
が
集
ま
る
。 

調
査
日
：
令
和
五
年
一
〇
月
一
七
日
（
月
） 

場
所
：
松
原
神
社
境
内
の
小
屋 

一
九
時
四
〇
分 

小
屋
で
木
遣
の
練
習
。
鳶
職
組
合
員
七
人
が
参
加
。
通
し
で
歌
う
。
通

し
は
「
梃
子
」
、「
小
車
」
。
手
に
棒
を
持
ち
、
椅
子
に
座
っ
て
歌
う
。
練

習
は
二
一
時
で
終
了
。 

・
一
一
月
二
一
日
か
ら
一
ヶ
月
間
、
階
子
乗
り
練
習
。
今
年
は
二
人
が
新
人
、
一
人
が
経
験
者

で
あ
る
。
Ｋ
氏
の
話
で
は
、
初
め
に
肝
つ
ぶ
し
を
練
習
す
る
。
Ｋ
氏
も
若
鳶
会
に
入
っ
た
頃

は
何
週
間
も
肝
つ
ぶ
し
の
練
習
を
し
た
。 

練
習
用
の
階
子
は
本
番
用
の
三
分
の
一
程
度
と
半
分
の
高
さ
で
あ
る
。
こ
の
階
子
は
地
面

に
固
定
し
て
使
用
す
る
。 

調
査
日
：
令
和
五
年
一
二
月
五
日
（
火
） 

場
所
：
酒
匂
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
駐
車
場
（
小
田
原
市
寿
町
五-

二
二-

三
二
）
。 

一
九
時
〇
〇
分 

乗
り
子
二
名
が
来
て
練
習
を
始
め
る
。 

一
九
時
二
〇
分 

乗
り
子
一
名
が
来
た
た
め
三
名
で
練
習
を
す
る
。 

二
一
時
〇
〇
分 

終
了 

 ３-

３ 

準
備
・
階
子
造
り 

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
年
）
一
月
四
日
（
木
） 

場
所
：
松
原
神
社
境
内
（
社
殿
裏
） 

参
加
人
数
：
鳶
職
組
合
員
一
三
人
が
参
加 

八
時
一
五
分 

調
査
員
が
現
地
に
到
着
し
た
時
、
既
に
松
原
神
社
境
内
に
て
、
階
子
造
り
が

行
わ
れ
て
い
た
。
一
一
時
頃
に
作
業
終
了
。（
八
時
一
五
分
に
木
遣
塚
で
木
遣

の
三
人
が
木
遣
の
練
習
を
し
て
い
た
。
本
日
の
新
年
会
で
歌
う
練
習
と
の
こ

と
） 

工
程 

・
竹
、
木
材
か
ら
階
子
の
胴
部
と
コ
マ
を
切
り
出
す
。 

・
コ
マ
は
面
取
り
す
る
。 

・
竹
は
上
部
と
下
部
に
ホ
ゾ
を
切
り
、
コ
マ
を
通
す
。 

・
コ
マ
は
一
五
本
ネ
ジ
で
固
定
す
る
。 

そ
の
他
：
カ
ギ
（
鳶
口
）
の
研
磨 

拝
殿
の
軒
下
に
完
成
し
た
階
子
と
古
い
階
子
を
保
管
。
小
田
原
城
保
管
の
纏
を
移
動
し
、
拝
殿

内
に
保
管
。 

 ４ 

小
田
原
市
消
防
出
初
式 

小
田
原
古
式
消
防
の
実
演
は
、
小
田
原
市
消
防
出
初
式
（
以
下
、
出
初
式
）
、
北
條
五
代
祭
り

が
主
と
な
る
。
特
に
出
初
式
は
一
五
〇
年
近
い
歴
史
を
も
ち
纏
振
り
、
木
遣
、
階
子
乗
り
が
実
演

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
調
査
で
は
出
初
式
を
中
心
に
調
査
し
た
。
令
和
六
年
に
調
査
し
た
出
初
式

の
内
容
を
次
に
記
載
す
る
。 

 ４-
１ 
令
和
六
年
出
初
式
の
内
容
・
行
程 

日
時
：
令
和
六
年
一
月
一
一
日
（
木
） 

場
所
：
松
原
神
社
～
報
徳
二
宮
神
社
～
三
の
丸
ホ
ー
ル
～
蕎
麦
屋
（
正
庵
）
～
ミ
ナ
カ
～
万
葉

の
湯
～
松
原
神
社 
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七
時
〇
〇
分 

松
原
神
社
境
内
で
準
備
。
太
子
講
の
準
備
（
三
宝
と
お
供
え
を
設
置
） 

準
備
は
、
階
子
に
綱
（
ロ
ッ
プ
）
を
結
ぶ
、
階
子
、
纏
に
ウ
ラ
ジ
ロ
、
ダ
イ

ダ
イ
、
紙
垂
を
紅
白
の
紙
紐
で
結
ぶ
。 

 

八
時
二
〇
分 

お
祓
い
（
松
原
神
社
拝
殿
に
て
松
原
神
社
宮
司
に
よ
る
祝
詞
奏
上
） 

 
 

 
 

 
 

八
時
三
〇
分 
組
合
長
挨
拶
（
拝
殿
前
） 

 
 

 
 

 
 

 
お
清
め
（
小
頭
が
塩
を
ま
く
、
全
員
お
神
酒
を
飲
む
） 

 
 

 
 

 
 

 

纏
（
二
番
）
が
纏
振
り
。 

階
子
乗
り
（
田
代
、
棚
橋
、
荒
木
）
、
鳶
口
一
二
人
。 

階
子
を
立
て
、
鳶
口
で
固
定
。
木
遣
師
が
歌
う
。
階
子
乗
り
中
は
木
遣
を
歌

う
。 

 

八
時
五
〇
分 

終
了
。
集
合
写
真
撮
影
。 

 

九
時
〇
〇
分 

太
子
講
（
松
原
神
社
境
内
西
側
の
太
子
堂
前
） 

松
原
神
社
宮
司
祝
詞
奏
上
。 

玉
串
奉
奠
（
組
合
長
、
年
寄
、
副
組
合
長
、
小
頭
、
纏
、
組
合
員
、
若
鳶
、

乗
り
子
） 

な
お
、
太
子
講
は
年
に
三
回
、
一
月
一
一
日
、
五
月
二
一
日
前
後
の
日
曜
日
、

九
月
二
一
日
前
後
の
日
曜
日
に
行
う
。 

九
時
二
〇
分 

纏
、
階
子
、
鳶
口
を
二
宮
神
社
へ
ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
。
人
は
徒
歩
移
動
。 

九
時
四
五
分 

報
徳
二
宮
神
社
に
到
着
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
階
子
、
鳶
口
、
纏
を
下
ろ
し
、
青

銅
の
鳥
居
前
で
行
列
を
組
む
。（
ラ
ジ
オ
の
生
放
送
取
材
が
あ
る
た
め
、
一
〇

時
ま
で
待
機
） 

九
時
五
五
分 

参
道
か
ら
拝
殿
前
に
移
動
。
纏
は
中
央
最
前
列
。
纏
を
振
り
な
が
ら
移
動
。

同
時
に
木
遣
を
歌
う
。 

一
〇
時
〇
〇
分 

階
子
乗
り
（
荒
木
、
田
代
、
棚
橋
） 

一
〇
時
五
分 

 

終
了
。
階
子
を
寝
か
せ
る
ま
で
、
木
遣
は
歌
い
続
け
る
。 

二
宮
神
社
か
ら
桝
入
り
の
お
神
酒
が
配
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

三
の
丸
ホ
ー
ル
に
移
動
。
階
子
、
纏
、
鳶
口
は
ト
ラ
ッ
ク
、
人
は
徒
歩
で
移

動
。 

一
一
時
五
分 

 

三
の
丸
ホ
ー
ル
「
小
田
原
市
消
防
出
初
式
」
で
古
式
消
防
と
し
て
纏
振
り
と

鳶
職
木
遣
を
実
演
。
能
登
半
島
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
直
前
で
三
の
丸
ホ
ー

ル
前
で
の
実
演
か
ら
三
の
丸
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
内
で
の
実
演
に
変
更
さ
れ
、

階
子
が
高
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
階
子
乗
り
は
実
施
で
き
ず
。
纏
は
四
本
を
振
り
、

舞
台
の
両
袖
に
市
章
纏
を
飾
る
。 

一
一
時
一
二
分 

終
了
。
蕎
麦
屋
・
正
庵
（
小
田
原
市
本
町
一
丁
目
九−

二
九
）
前
へ
移
動
。 

 
 

 
 

 
 

 

道
具
は
手
持
ち
で
移
動
。 

一
一
時
三
〇
分 

店
の
入
り
口
前
五
ｍ
ほ
ど
北
側
で
行
列
を
組
み
、
木
遣
を
歌
い
始
め
、
同
時

に
纏
を
振
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

纏
は
店
舗
入
り
口
前
で
国
道
一
号
線
へ
出
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

階
子
乗
り
（
田
代
、
荒
木
、
棚
橋
） 

階
子
を
立
て
、
鳶
口
で
固
定
す
る
。
乗
り
子
が
階
子
を
登
り
始
め
る
と
纏
を

振
る
の
を
や
め
る
。 

一
一
時
三
五
分 

階
子
乗
り
終
了
。
階
子
を
倒
す
と
、
木
遣
を
止
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

三
の
丸
ホ
ー
ル
へ
徒
歩
で
戻
る
。
三
の
丸
ホ
ー
ル
か
ら
階
子
、
纏
、
鳶
口
を

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ミ
ナ
カ
へ
移
動
。
人
は
徒
歩
移
動
。 

一
二
時
〇
〇
分 

ミ
ナ
カ
中
庭
（
新
小
田
原
城
下
町
） 

 
 

 
 

 
 

 

二
宮
金
次
郎
像
向
か
っ
て
右
側
か
ら
入
場
し
、
金
次
郎
像
前
に
階
子
を
立
て

る
。 

纏
振
り
は
二
本
（
「
一
番
」
、
「
二
番
」
）
。 

 
 

 
 

 
 

 

階
子
乗
り
（
荒
木
、
棚
橋
、
田
代
） 

一
二
時
一
〇
分 

終
了
。
二
宮
金
次
郎
像
前
で
集
合
写
真
。
万
葉
の
湯
へ
移
動
。 

一
二
時
二
〇
分 

万
葉
の
湯
南
側
五
ｍ
ほ
ど
手
前
か
ら
行
列
を
組
み
、
木
遣
を
歌
い
始
め
、
同

時
に
纏
を
振
る
。 

纏
振
り
は
二
本
（
「
一
番
」
、
「
二
番
」
）
。 

店
舗
入
り
口
前
で
階
子
を
立
て
る
。 

階
子
乗
り
（
田
代
、
荒
木
、
棚
橋
） 

一
二
時
三
五
分 

終
了
。 

纏
、
階
子
、
鳶
口
は
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
松
原
神
社
へ
移
動
。
人
は
徒
歩

で
移
動
。 

 
 

 
 

 
 

 
纏
は
小
田
原
城
常
盤
木
門
の
収
蔵
庫
へ
移
動
し
、
収
納
。 

 
 

 
 

 
 

 
階
子
は
松
原
神
社
拝
殿
の
軒
下
に
保
管
。
鳶
口
は
、
太
子
堂
内
で
保
管
。 
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一
三
時
二
〇
分 

松
原
神
社
境
内
に
組
合
員
集
合
。 

組
合
長
挨
拶
。 

乗
り
子
三
人
（
荒
木
、
田
代
、
棚
橋
）
の
挨
拶
。 

小
頭
挨
拶
。 

一
三
時
三
〇
分 
全
行
程
終
了
。 

 ４-

２ 

一
九
八
〇
年
頃
の
出
初
式 

四
〇
年
程
前
（
一
九
八
〇
年
頃
）
の
状
況
に
つ
い
て
、
Ｋ
氏
か
ら
聞
い
た
内
容
は
次
の
通
り
で

あ
る
。 

階
子
乗
り
に
つ
い
て
、
今
は
一
本
だ
が
、
Ｋ
氏
が
乗
っ
て
い
た
二
〇
歳
か
ら
二
七
歳
の
頃
は
三

本
立
て
て
い
た
。
当
時
は
朝
七
時
に
松
原
神
社
に
集
合
し
、
八
時
に
国
道
か
ら
南
側
に
行
き
荒
久

へ
行
っ
た
。
そ
の
後
小
田
原
駅
、
魚
国
、
バ
ス
通
り
を
南
に
下
り
三
時
に
松
原
神
社
で
他
の
階
子

と
合
流
す
る
。
そ
の
後
鈴
廣
へ
行
き
、
最
後
に
だ
る
ま
料
理
店
で
他
の
階
子
と
合
流
し
た
。
三
本

の
階
子
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
ル
ー
ト
を
廻
り
、
出
初
式
会
場
と
三
時
の
松
原
神
社
、
最
後
の
だ
る
ま

料
理
店
で
は
三
本
が
合
流
し
て
乗
っ
た
。 

Ｋ
氏
が
最
後
に
乗
っ
て
い
た
三
〇
年
前
頃
に
二
本
に
な
っ
て
、
一
五
年
～
二
〇
年
前
に
一
本
に

な
っ
た
。
ま
た
Ｙ
氏
に
よ
る
と
、
三
本
の
階
子
の
一
本
は
慰
問
に
穴
部
の
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
回

っ
た
。
二
本
に
な
っ
て
も
一
本
は
慰
問
に
行
っ
て
い
た
そ
う
だ
。 

 ４-

３ 

例
年
の
状
況
と
コ
ロ
ナ
禍
（
二
〇
二
〇
年
）
前
後 

例
年
、
出
初
式
会
場
は
、
三
の
丸
ホ
ー
ル
前
で
階
子
乗
り
を
実
演
す
る
が
、
令
和
四
年
（
二
〇

二
二
年
）
は
雨
が
降
り
三
の
丸
ホ
ー
ル
の
中
で
行
っ
た
。
そ
の
前
二
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
で

実
施
し
な
か
っ
た
。 

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
年
）
は
会
場
で
あ
る
三
の
丸
ホ
ー
ル
前
の
道
で
の
み
行
っ
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
町
の
中
を
ト
ラ
ッ
ク
で
移
動
し
、
決
ま
っ
た
場
所
で
行
っ
た
。 

場
所
は
三
の
丸
ホ
ー
ル
の
前
以
外
に
、
鈴
廣
や
万
葉
の
湯
の
前
な
ど
三
〇
か
所
く
ら
い
あ
っ
た
。 

 ５ 

芸
態 

小
田
原
古
式
消
防
は
、
現
在
鳶
職
木
遣
、
階
子
乗
り
、
纏
振
り
で
構
成
さ
れ
る
。 

実
演
さ
れ
る
の
は
、
一
月
一
一
日
の
出
初
式
で
木
遣
、
階
子
乗
り
、
纏
振
り
、
四
月
神
奈
川
県

鳶
工
業
連
合
会
主
催
の
物
故
者
慰
霊
祭
（
大
雄
山
最
乗
寺
）
で
木
遣
、
纏
振
り
、
五
月
三
日
の
北

條
五
代
祭
り
で
木
遣
、
纏
振
り
、
一
〇
月
神
奈
川
県
鳶
工
業
連
合
会
文
化
部
研
修
大
会
で
木
遣
で

あ
る
。
特
に
出
初
式
で
は
行
列
を
組
み
移
動
し
、
松
原
神
社
を
起
点
と
し
、
報
徳
二
宮
神
社
、
出

初
式
会
場
、
商
店
前
で
実
演
さ
れ
る
。
こ
の
行
列
に
は
、
杈
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
、
木
遣
塚

石
碑
や
聞
き
書
き
か
ら
わ
か
る
が
、
現
在
は
参
加
し
て
い
な
い
。 

 

５-

１ 

木
遣 

出
初
式
で
は
、
纏
振
り
、
階
子
乗
り
実
演
中
と
出
初
式
会
場
で
歌
わ
れ
る
。
ト
オ
シ
（
通
し
）

で
一
〇
分
程
度
の
時
間
で
あ
る
。
ト
オ
シ
の
曲
目
は
、
「
マ
ナ
ヅ
ル
（
真
鶴
）
」
、
「
テ
コ
（
手

古
）
」
、
「
ボ
ウ
グ
ル
マ
（
棒
車
）
」
、
「
コ
グ
ル
マ
（
小
車
）
」
で
あ
る
が
、
出
初
式
会
場
で

は
「
コ
グ
ル
マ
ガ
シ
ラ
（
小
車
頭
）
」
も
歌
わ
れ
、
纏
振
り
、
階
子
乗
り
の
実
演
中
よ
り
も
長
い

一
五
分
程
度
を
か
け
て
歌
う
。 

木
遣
を
歌
う
の
は
、
キ
ヤ
リ
シ
（
木
遣
師
）
で
ア
ニ
と
オ
ト
の
二
人
で
あ
る
。
ア
ニ
が
一
句
歌

い
、
オ
ト
が
二
句
目
を
歌
う
。
そ
の
ほ
か
の
参
加
者
は
カ
ワ
と
呼
び
、
ス
テ
ヤ
リ
を
歌
う
。
ス
テ

ヤ
リ
は
所
謂
合
い
の
手
で
あ
る
。
カ
ワ
の
人
数
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
ま
た
階
子
乗
り
の
階
子
を

支
え
る
鳶
口
も
ス
テ
ヤ
リ
を
歌
う
。 

木
遣
は
、
鳶
職
の
仕
事
で
地
固
め
を
す
る
際
に
真
棒
を
引
き
上
げ
、
落
と
す
作
業
で
力
を
合
わ

せ
る
た
め
に
歌
わ
れ
た
仕
事
唄
と
さ
れ
る
一
八

。
Ｙ
氏
の
話
で
は
、
現
在
で
は
、
仕
事
唄
と
し
て
歌

わ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
タ
テ
マ
エ
や
結
婚
式
、
葬
式
で
歌
わ
れ
る
。
タ
テ
マ
エ
は
上
棟
式
で
あ
る
。

施
主
か
ら
ご
祝
儀
を
も
ら
い
木
遣
を
歌
う
。
結
婚
式
に
も
関
係
者
に
呼
ば
れ
て
歌
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
際
に
は
ご
祝
儀
を
出
す
側
で
は
な
く
、
ご
祝
儀
を
も
ら
え
る
上
に
ご
ち
そ
う
も
頂
け
る
。
曲

目
は
場
面
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
ど
ん
な
場
面
で
も
初
め
に
「
マ
ナ
ヅ
ル
」
、
「
テ
コ
」
を
歌
う
。

タ
テ
マ
エ
で
は
「
ボ
ウ
グ
ル
マ
」
を
歌
う
。
祝
い
事
で
あ
る
結
婚
式
や
新
年
会
で
は
「
エ
シ
」
、

祝
い
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
木
遣
で
は
な
い
が
「
ノ
リ
ト
」
を
唱
え
、
「
マ
ナ
ヅ
ル
」
を
歌

っ
た
後
、
手
締
め
を
し
て
お
開
き
に
な
る
。
不
祝
儀
の
通
夜
で
は
「
マ
ツ
ザ
カ
」
や
「
ト
オ
ガ
ネ
」
、

葬
式
で
は
、
「
ク
ロ
ガ
ネ
」
、
「
マ
ツ
ザ
カ
」
、
葬
式
の
当
日
に
納
骨
し
て
い
た
頃
は
墓
前
で
も
「
ク

ロ
ガ
ネ
」
を
歌
う
。
太
子
講
の
直
会
の
中
締
め
で
は
、「
ク
ロ
ガ
ネ
」
を
歌
う
。
そ
の
他
『
小
田
原

史
談
』
二
三
五
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
鳶
三
代
、
高
橋
組
」
で
は
、
祝
い
事
の
際
に
「
千
秋
万
歳
」
、

 

一
八

高
橋
、
二
〇
一
三
年
、
七
頁 
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「
君
万
歳
」
な
ど
を
歌
っ
た
と
あ
る
。
な
お
祝
儀
、
不
祝
儀
で
あ
っ
て
も
服
装
は
、
半
纏
で
あ
り
、

半
纏
が
鳶
の
正
装
と
い
う
こ
と
で
あ
る
一
九

。 
祝
儀
な
ど
で
は
座
敷
で
歌
う
た
め
、
短
い
木
の
棒
を
床
に
刺
す
よ
う
に
持
ち
三
角
形
を
描
く
よ

う
に
動
か
し
調
子
を
と
る
。
棒
を
床
に
打
ち
付
け
る
の
は
、
昔
真
棒
を
落
し
地
固
め
を
す
る
た
め

に
ロ
ー
プ
を
引
き
上
げ
、
ロ
ー
プ
を
離
す
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。「
ヨ
ン
ヤ
ー
ラ
ー
セ
」
の
「
セ
」

で
、
ド
ン
と
や
り
調
子
を
と
る
二
〇

。 

木
遣
の
曲
目
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
年
）
と
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
年
）

作
成
さ
れ
た
手
書
き
の
「
き
や
り
集
」
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
曲
数
二
四
曲
、
二
七
曲

が
載
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
年
）
に
録
音
さ
れ
た
デ
ー
タ
が
遺
さ
れ
て

お
り
、
曲
数
二
九
曲
で
あ
る
。
現
在
歌
わ
れ
て
い
な
い
曲
も
、
仕
事
、
冠
婚
葬
祭
で
歌
わ
れ
た
も

の
と
想
定
さ
れ
る
。
曲
目
数
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
他
地
域
と
の
交
流
に
よ
る
変
化
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
Ｋ
氏
の
話
で
は
、
昭
和
三
〇
年
代
に
東
京
の
木
遣
師
を
呼
び
江
戸
の

木
遣
を
習
っ
た
そ
う
だ
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
年
）
八
月
四
日
の

『
神
奈
川
新
聞
』
の
記
事
「
キ
ヤ
リ
音
頭
も
勇
し
く
」
に
佐
奈
田
霊
社
に
江
戸
消
防
記
念
会
が
詣

で
る
際
に
、
小
田
原
の
特
設
消
防
・
一
聲
会
が
出
迎
え
、
合
同
で
行
列
を
組
み
木
遣
を
歌
っ
た
と

あ
る
。
ま
た
、
昭
和
の
中
期
か
ら
末
に
か
け
て
、
横
浜
の
木
遣
を
参
考
に
し
て
練
習
を
し
て
い
た

と
の
話
も
あ
っ
た
。
今
後
の
研
究
に
期
待
し
た
い
。 

 

５-

２ 

階
子
乗
り 

階
子
乗
り
は
高
さ
六
．
四
ｍ
の
階
子
の
頂
上
と
中
ほ
ど
で
手
や
足
を
離
し
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
技

を
行
う
芸
能
で
あ
る
。
階
子
の
頂
上
で
行
う
技
を
チ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ゲ
（
頂
上
技
）
、
上
か
ら
三
段

目
く
ら
い
で
足
を
掛
け
て
行
う
技
を
ト
チ
ュ
ウ
ゲ
（
途
中
技
）
と
呼
ぶ
。
特
に
途
中
技
の
中
で
、

ウ
グ
イ
ス
ノ
ヒ
モ
と
呼
ば
れ
る
輪
状
の
紐
を
使
う
技
を
ワ
ッ
パ
と
呼
ぶ
。 

階
子
が
か
け
ら
れ
る
と
、
乗
り
子
は
階
子
の
手
前
で
草
鞋
を
脱
ぎ
、
「
お
ね
が
い
し
ま
す
」
と

叫
び
階
子
に
向
か
っ
て
頭
を
下
げ
る
。
そ
し
て
階
子
の
真
ん
中
ま
で
登
る
と
勢
い
を
つ
け
一
気
に

頂
上
ま
で
登
る
。 

頂
上
に
登
り
初
め
に
行
う
技
は
、
ト
オ
ミ
で
あ
る
。
次
の
技
は
乗
り
子
が
決
め
、
途
中
技
を
行

う
場
合
も
あ
る
。
Ｏ
氏
の
話
で
は
、
技
は
３
つ
、
４
つ
の
動
き
の
流
れ
で
、
一
つ
の
技
で
あ
る
。

 

一
九

高
橋
、
二
〇
一
三
年
、
八
頁 

二
〇

高
橋
、
二
〇
一
三
年
、
八
頁 

例
え
ば
、
最
初
は
一
本
遠
見
、
腹
亀
、
肝
つ
ぶ
し
、
逆
さ
大
の
字
を
や
る
。
帆
掛
は
、
腹
亀
か
ら

逆
さ
大
の
字
、
帆
掛
で
一
つ
の
技
で
あ
る
。
ト
チ
ュ
ウ
ゲ
の
ウ
グ
イ
ス
は
、
上
を
向
く
（
か
な
び

き
一
芸
）
、
下
を
向
く
（
谷
覗
き
）
、
上
を
向
い
て
決
め
（
途
中
邯
鄲
）
、
肝
つ
ぶ
し
で
ひ
と
つ
の

技
で
あ
る
。
一
つ
の
型
（
技
と
分
け
る
た
め
、
便
宜
上
型
と
呼
称
す
る
）
で
も
肝
つ
ぶ
し
も
外
と

中
が
、
腹
亀
も
回
る
、
膝
留
め
も
回
っ
た
り
す
る
な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
そ
の
他
、
昔

は
ト
イ
タ
ガ
エ
シ
と
呼
ぶ
技
が
あ
っ
た
が
今
は
や
っ
て
い
な
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。 

乗
り
子
は
一
本
の
階
子
に
つ
き
三
人
が
必
要
で
あ
る
。
三
本
の
階
子
を
立
て
て
い
た
時
は
九
人

必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
本
の
階
子
に
カ
ギ
（
鉤
、
鳶
口
の
こ
と
）
が
一
四
人
つ
き
、
階
子
の
中

央
部
、
下
段
、
最
下
段
の
三
か
所
に
鳶
口
の
カ
ギ
を
か
け
固
定
す
る
。 

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
年
）
は
階
子
一
本
の
乗
り
子
三
人
で
実
施
さ
れ
た
。 

そ
の
際
に
実
演
さ
れ
た
階
子
乗
り
の
技
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

・
松
原
神
社 

一
人
目
（
一
本
遠
見
［
一
本
遠
見
、
肝
つ
ぶ
し
］
、
帆
掛
［
一
本
腹
亀
、
逆
さ
大
の
字
、
帆

掛
］
、
枕
邯
鄲
［
枕
邯
鄲
、
一
本
腹
亀
、
肝
つ
ぶ
し
］
、
二
本
遠
見
、
膝
留
め
） 

二
人
目
（
一
本
遠
見
［
一
本
遠
見
、
肝
つ
ぶ
し
］
、
八
艘
飛
び
［
八
艘
飛
び
、
一
本
腹
亀
、

肝
つ
ぶ
し
］
、
鯱
［
鯱
、
逆
さ
大
の
字
、
胴
鯱
］
、
う
ぐ
い
す
［
か
な
び
き
一
芸
、
足
首
留

め
、
谷
覗
き
、
途
中
邯
鄲
、
か
な
び
き
一
芸
］
） 

三
人
目
（
二
本
遠
見
［
二
本
遠
見
、
肝
つ
ぶ
し
、
膝
留
め
］
、
帆
掛
［
一
本
腹
亀
、
二
本
腹

亀
、
逆
さ
大
の
字
、
帆
掛
］
、
う
ぐ
い
す
［
膝
留
め
、
谷
覗
き
］
） 

・
報
徳
二
宮
神
社 

一
人
目
（
二
本
遠
見
［
二
本
遠
見
、
肝
つ
ぶ
し
、
膝
留
め
］
、
う
ぐ
い
す
［
膝
留
め
、
谷
覗

き
］
） 

二
人
目
（
帆
掛
［
二
本
腹
亀
、
逆
さ
大
の
字
、
帆
掛
］
、
枕
邯
鄲
［
枕
邯
鄲
、
一
本
腹
亀
、

肝
つ
ぶ
し
］
） 

三
人
目
（
八
艘
飛
び
［
八
艘
飛
び
、
一
本
腹
亀
、
肝
つ
ぶ
し
］
、
鯱
［
鯱
、
背
亀
、
肝
つ
ぶ

し
］
、
う
ぐ
い
す
［
か
な
び
き
一
芸
、
足
首
留
、
谷
覗
き
、
途
中
邯
鄲
、
か
な
び
き
一
芸
］
） 

・
蕎
麦
屋
・
正
庵 

一
人
目
（
二
本
遠
見
、
膝
留
め
、
膝
留
め
） 

二
人
目
（
帆
掛
［
一
本
腹
亀
、
二
本
腹
亀
、
逆
さ
大
の
字
、
帆
掛
］
） 

三
人
目
（
八
艘
飛
び
［
八
艘
飛
び
、
一
本
腹
亀
、
肝
つ
ぶ
し
］
、
鯱
［
鯱
、
一
本
背
亀
、
二
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本
背
亀
、
肝
つ
ぶ
し
］
） 

・
ミ
ナ
カ
で
の
階
子
乗
り
は
記
録
で
き
ず
。 

・
万
葉
の
湯 

一
人
目
（
二
本
遠
見
、
膝
留
め
、
膝
留
め
） 

二
人
目
（
帆
掛
［
一
本
腹
亀
、
二
本
腹
亀
、
逆
さ
大
の
字
、
帆
掛
］
） 

三
人
目
（
八
艘
飛
び
［
八
艘
飛
び
、
一
本
腹
亀
、
肝
つ
ぶ
し
］
、
鯱
［
鯱
、
二
本
背
亀
、
一

本
背
亀
、
肝
つ
ぶ
し
］
） 

 

５-

３ 

纏
振
り 

纏
は
、
火
消
の
組
を
示
す
旗
印
で
あ
り
、
元
来
は
先
人
の
馬
印
と
し
て
隊
を
統
率
す
る
た
め
の

戦
争
道
具
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
初
期
は
武
士
に
よ
り
消
火
活
動
が
行
わ
れ
、
与
力
、
臥が

煙え
ん

役
が

大
纏
、
小
纏
の
纏
持
ち
を
し
た
。
町
火
消
は
当
初
纏
で
は
な
く
、
幟
を
使
用
し
た
が
、
享
保
一
五

年
（
一
七
三
〇
年
）
に
現
在
の
よ
う
な
馬
簾

ば

れ

ん

を
つ
け
た
纏
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
二
一

。 

纏
振
り
は
、
纏
振
込
み
と
も
呼
ば
れ
二
二

、
階
子
乗
り
の
行
列
の
移
動
中
に
振
り
、
ま
た
階
子
に

乗
る
場
所
に
到
着
し
た
際
に
は
、
階
子
を
立
て
る
場
所
を
中
心
と
し
て
時
計
回
り
に
移
動
し
な
が

ら
振
る
。 

振
り
方
は
、
持
ち
手
の
下
部
に
カ
ギ
が
あ
り
、
こ
こ
を
右
手
で
持
ち
ス
ナ
ッ
プ
を
使
い
バ
レ
ン

が
開
く
よ
う
に
回
す
。 

一
本
の
マ
ト
イ
に
三
、
四
人
交
代
で
一
日
廻
る
。
マ
ト
イ
は
全
部
で
六
本
あ
る
。「
小
」（
一
番
）
、

「
田
」（
二
番
）
、「
〇
（
わ
）
」（
三
番
）
、「
ら
」（
四
番
）
の
頭
が
あ
る
四
本
と
小
田
原
市
章
金
纏
、

小
田
原
市
章
銀
纏
（
「
若
」
）
の
二
本
で
計
六
本
で
あ
る
。 

 ６ 

道
具 

６-

１ 

木
遣 

神
奈
川
県
鳶
職
工
業
組
合
文
化
部
で
の
発
表
会
や
座
敷
で
実
演
す
る
際
に
二
〇
㎝
程
度
の
木

 

二
一 

山
本
、
一
九
九
三
年
、
一
一
七
頁
、
一
一
八
頁 

二
二 

『
小
田
原
鳶
職
組
合 

創
立
一
一
〇
周
年
記
念
誌
』
、
四
五
頁 

の
棒
・
サ
シ
ボ
ウ
を
用
い
て
調
子
を
と
る
。
練
習
時
に
は
椅
子
に
座
る
た
め
、
八
〇
㎝
程
度
の
棒

を
使
用
し
調
子
を
と
る
。 

 ６-

２ 

階
子
乗
り 

階
子
は
、
六
．
四
ｍ
の
長
さ
が
あ
る
。
材
料
は
支
柱
用
の
二
本
の
青
竹
と
踏
ざ
ん
に
木
を
使
用

し
て
い
る
。
竹
の
入
手
は
竹
屋
が
あ
る
。
門
松
な
ど
を
卸
し
て
い
る
業
者
で
、
そ
こ
に
行
っ
て
真

直
ぐ
で
二
本
の
太
さ
が
あ
う
竹
を
選
ぶ
。
踏
ざ
ん
用
の
木
は
節
が
な
い
も
の
が
良
い
が
、
現
在
、

木
材
は
値
段
が
高
い
た
め
、
頂
上
部
だ
け
節
が
な
い
も
の
を
使
う
。
支
柱
と
踏
ざ
ん
の
固
定
は
ボ

ル
ト
を
使
い
、
そ
の
上
か
ら
ロ
ッ
プ
（
麻
縄
）
を
か
け
る
。
Ｙ
氏
の
話
で
は
、
か
つ
て
は
ボ
ル
ト

で
は
な
く
釘
を
割
い
て
使
っ
た
そ
う
だ
。
階
子
の
制
作
は
一
月
四
日
の
午
前
中
に
行
い
、
午
後
は

新
年
会
を
行
う
。
階
子
上
部
に
銅
板
の
筒
「
灰
吹
」
二
三

を
被
せ
て
い
る
が
、
一
一
日
ま
で
に
板
金

屋
に
つ
け
て
も
ら
う
。
ま
た
ロ
ッ
プ
を
か
け
る
の
と
、
ウ
ラ
ジ
ロ
を
つ
け
る
の
は
出
初
式
当
日
の

朝
に
行
う
。 

練
習
用
の
階
子
は
組
ん
で
あ
る
も
の
を
保
管
し
て
お
り
、
毎
年
同
じ
も
の
を
使
っ
て
い
る
。
高

さ
は
本
番
用
の
半
分
程
度
の
物
と
、
三
分
の
一
程
度
の
二
本
が
あ
る
。 

階
子
を
支
え
る
鳶
口
は
カ
ギ
と
呼
び
、
昔
か
ら
使
っ
て
い
る
も
の
を
引
き
継
い
で
い
る
。
各
家

で
持
っ
て
い
る
人
も
い
る
が
、
太
子
堂
に
保
管
し
て
い
る
も
の
を
使
う
人
も
い
る
。
使
っ
て
い
る

鳶
口
は
二
種
類
あ
り
、
ナ
ガ
エ
（
長
柄
）
と
普
通
の
鳶
口
が
あ
る
。
ナ
ガ
エ
は
九
尺
（
約
三
ｍ
）

で
階
子
の
真
ん
中
に
か
け
る
。
普
通
の
鳶
口
は
六
尺
（
約
二
ｍ
）
で
階
子
の
中
段
、
下
段
に
か
け

る
た
め
に
使
う
。 

 ６-

３ 

纏
振
り 

纏
は
、
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
年
）
の
出
初
式
に
於
て
階
子
乗
り
の
前
や
最
中
に
「
一
番
」
一

本
、
も
し
く
は
「
一
番
」
、「
二
番
」
の
二
本
の
纏
を
使
用
し
、
出
初
式
会
場
で
は
「
一
番
」
、「
二

番
」
、「
三
番
」
、「
四
番
」
の
四
本
を
振
り
、
左
右
脇
に
小
田
原
市
章
金
纏
、
小
田
原
市
章
銀
纏
（
若

鳶
会
）
の
二
本
を
飾
る
。
同
年
北
條
五
代
祭
り
で
は
、
「
一
番
」
、
「
二
番
」
、
「
三
番
」
、
「
四
番
」

の
四
本
を
振
る
。 

現
在
使
用
し
て
い
な
い
古
い
纏
も
現
存
し
て
お
り
、
練
習
用
も
含
め
て
九
本
の
纏
が
あ
る
（
表
）
。

 

二
三 

同
書
、
五
二
頁 
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保
管
場
所
は
、
か
つ
て
、
小
田
原
城
天
守
閣
に
展
示
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
小
田
原
城
常
盤
木
門

の
収
蔵
庫
で
あ
る
。 

小
田
原
市
章
金
纏
は
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
年
）
破
壊
消
防
を
担
当
す
る
特
設
消
防
分
団
を

解
散
し
た
際
に
市
か
ら
贈
ら
れ
た
。
小
田
原
市
章
銀
纏
（
若
鳶
会
）
は
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二

年
）
若
鳶
会
結
成
の
記
念
に
元
衆
議
院
議
長
の
河
野
洋
平
氏
か
ら
贈
ら
れ
た
。「
〇
（
わ
）
」（
「
三

番
」
）
の
纏
は
、
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
年
）
小
田
原
市
と
相
海
漁
業
か
ら
式
場
用
と
火
事
場

用
と
し
て
二
本
寄
贈
さ
れ
た
。
相
海
漁
業
か
ら
贈
ら
れ
た
纏
は
破
損
し
た
た
め
、
昭
和
五
八
年
（
一

九
八
三
年
）
に
当
時
の
小
田
原
市
長
山
橋
敬
一
郎
氏
に
よ
り
新
調
寄
贈
さ
れ
た
。「
ら
」（
「
四
番
」
）

の
纏
は
昭
和
四
七
年
に
若
鳶
会
顧
問
の
土
屋
賢
太
郎
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
。
二
四 

纏
の
部
位
名
称
は
、
上
部
の
印
部
分
を
ア
タ
マ
、
頭
の
下
の
振
る
と
傘
状
に
開
く
帯
を
バ
レ
ン
、

下
部
の
手
で
持
ち
操
作
す
る
逆
Ｙ
字
状
の
金
属
部
を
カ
ギ
と
呼
ぶ
。 

纏
の
寸
法
は
、
ア
タ
マ
の
形
に
よ
る
が
、
二
二
〇
㎝
か
ら
二
六
〇
㎝
、
ア
タ
マ
は
五
五
㎝
、
バ

レ
ン
は
七
五
㎝
、
手
持
ち
棒
は
一
三
〇
㎝
で
あ
る
。
火
事
で
実
際
に
使
用
さ
れ
た
と
の
伝
承
が
あ

る
古
手
の
纏
は
、
現
在
の
物
よ
り
二
〇
㎝
程
度
小
ぶ
り
で
あ
る
。
現
在
の
纏
は
火
事
場
で
使
用
さ

れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
式
典
用
に
大
型
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
練
習
用
の
纏
も
出
初

式
で
使
用
す
る
も
の
よ
り
四
〇
㎝
小
ぶ
り
で
、
操
作
し
易
い
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

よ
う
。 

 

７ 

衣
装 

全
役
で
共
通
し
て
半
纏
、
帯
、
ド
ン
ブ
リ
（
腹
掛
け
）
、
股
引
、
草
鞋
掛
け
、
草
鞋
を
着
用
す

る
。 役

職
に
よ
り
半
纏
の
意
匠
が
異
な
る
。
襟
と
背
の
文
字
は
、
組
合
長
（
「
組
合
長
」
、
市
章
の
中

に
「
頭
」
）
、
副
組
合
長
（
「
副
組
頭
」
、
丸
の
中
に
所
属
組
）
、
小
頭
（
「
小
頭
」
、
丸
の
中
に
所
属

組
）
、
鳶
口
（
所
属
組
、
「
階
子
」
）
、
若
鳶
会
（
「
四
番
組
」
、
市
章
の
中
に
「
若
」
）
、
乗
り
子
（
レ

ン
ガ
模
様
の
半
纏
、「
若
睦
」
、
所
属
組
）
、
年
寄
（
所
属
組
、
五
角
形
に
所
属
組
）
、
纏
（
所
属
組
、

「
纏
」
）
で
あ
る
。
小
頭
以
上
の
役
職
は
半
纏
の
肩
か
ら
袖
に
赤
い
線
が
入
る
た
め
、
ア
カ
バ
ン

テ
ン
と
呼
ば
れ
る
。 

所
属
組
は
、
「
一
番
組
」
が
小
田
原
街
中
、
「
二
番
組
」
が
小
田
原
よ
り
西
、
「
三
番
組
」
が
川

 

二
四 

『
小
田
原
鳶
職
組
合 

創
立
一
一
〇
周
年
記
念
誌
』
、
五
〇
頁 

東
、
「
四
番
組
」
が
若
鳶
で
あ
る
。 

ま
た
鉢
巻
は
当
日
朝
配
布
さ
れ
た
小
田
原
古
式
消
防
の
手
拭
を
使
う
。
乗
り
子
と
鳶
口
は
こ
れ

を
頭
に
巻
く
。
他
の
役
は
特
に
決
ま
っ
て
い
な
い
。
巻
き
方
は
所
謂
「
ね
じ
り
は
ち
ま
き
」
で
あ

る
。 

 

８ 

ま
と
め 

古
式
消
防
は
、
江
戸
時
代
に
遡
る
消
防
活
動
を
由
来
と
す
る
。
小
田
原
で
は
鳶
職
に
よ
り
伝
承

さ
れ
、
現
在
は
主
に
小
田
原
市
消
防
出
初
式
、
小
田
原
北
條
五
代
祭
り
で
実
演
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

当
地
で
発
祥
し
た
固
有
の
芸
能
で
は
な
く
、
江
戸
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
搬
時
期

は
不
明
で
あ
る
が
、
前
述
の
通
り
、
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
年
）
に
は
纏
が
存
在
し
、
鳶
職
木

遣
、
階
子
乗
り
も
一
〇
〇
年
を
超
え
る
歴
史
を
も
つ
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
小
田

原
は
相
模
国
最
大
の
都
市
で
あ
り
江
戸
に
程
近
い
た
め
、
県
内
の
古
式
消
防
で
は
比
較
的
早
い
段

階
で
始
ま
り
、
規
模
が
大
き
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
都
市
部
で
継
承
さ
れ
た
こ
と
か
ら
継
承
事

例
が
少
な
く
、
消
防
方
法
の
近
代
化
に
よ
り
衰
退
し
た
た
め
、
現
在
ま
で
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
希
少
性
が
高
い
。 

さ
ら
に
当
地
の
古
式
消
防
は
、
関
係
資
料
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。
文

政
一
一
年
に
作
成
さ
れ
た
「
旧
小
田
原
藩
町
方
火
消
纏
雛
形
」
を
は
じ
め
、『
明
治
小
田
原
町
誌
』

中
に
、
消
防
組
織
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
組
織
の
変
遷
を
追
え
る
こ
と
や
、
消
防
芸

能
の
伝
搬
、
都
市
と
し
て
の
小
田
原
を
考
察
す
る
上
で
貴
重
な
事
例
で
あ
ろ
う
。 
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 資料名称 点数 寸法（㎝） 備考 

１ 纏「一番（小）」 １点 高：220 練習用か（比較的新しい） 

２ 

纏「一番（小）」 

１点 高 240、頭 75、バレン

75、持ち手棒 130、鉤幅

10 

劣化が激しい。古いもの

か。焦げはない。 

３ 

纏「二番（田）」 

１点 高 220、頭 55、バレン

75、持ち手棒 130、鉤幅

10 

劣化が激しい。古いもの

か。焦げはない。 

４ 纏「市章（金色）」 １点 高 260 

展示用。実際に振るには

布製のバレンに付け替え

る。 

５ 纏「市章（「若」、銀色） １点 高 260 

展示用。実際に振るには

布製のバレンに付け替え

る。 

６ 纏「一番（小）」 １点 高 260 現在使用している。 

７ 纏「二番（田）」 １点 高 260 現在使用している。 

８ 纏「三番（〇）」 １点 高 220 現在使用している。 

９ 纏「四番（ら）」 １点 高 260 現在使用している。 

計９本 

 表 纏一覧（小田原城常盤木門保管） 
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９ 

参
考
資
料 

９‐

１ 

調
査
記
録
写
真
等 

９‐
１‐

１ 

出
初
式
参
加
者
位
置
模
式
図
・
写
真 

松
原
神
社
・
お
祓
い
位
置
模
式
図 

                   

  

松
原
神
社
で
お
祓
い
（
令
和
六
年
一
月
一
一
日
、
鳥
居
撮
影
） 

 

  
 

拝殿 

←乗り子 

←組合長（頭） 

←年寄 

 

←その他 18 人 
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階
子
乗
り
位
置
模
式
図
（
松
原
神
社
境
内
） 

                      

松
原
神
社
で
階
子
乗
り
（
令
和
六
年
一
月
一
一
日
、
鳥
居
撮
影
） 

 

    

鳥居 

鳥居 

←纏（二番） 

←階子（正面下） 

鳶口 

乗り子（待ち） 

階段 

↓拝殿 



- 13 - 

 

松
原
神
社
・
太
子
講
位
置
模
式
図 

                      

松
原
神
社
境
内
太
子
講
（
令
和
六
年
一
月
一
一
日
、
鳥
居
撮
影
） 

 

 

   

（
16

人
） 

そ
の
他 

↓ 

 

乗
り
子 

↓ 

小
頭 

 

↓ 

副
組
合
長
↓ 

年
寄 

 

↓ 

組
合
長 

↓ 

宮
司 

 

↓ 

拝殿 

 

太子堂 

鳥居 
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報
徳
二
宮
神
社
・
行
列
並
模
式
図 

                      

報
徳
二
宮
神
社
・
行
列
（
令
和
六
年
一
月
一
一
日
、
鳥
居
撮
影
） 

 

 

  

 

拝
殿 

小頭→ 

纏→ 

小頭→ 

組
合
長
↓ 

小
頭
↓ 

←
副
組
合
長 

階
子
↓ 

鳶
口
↓ 

鳥
居 
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報
徳
二
宮
神
社
・
階
子
乗
り
位
置
模
式
図 

                      

報
徳
二
宮
神
社
・
行
列
（
令
和
六
年
一
月
一
一
日
、
鳥
居
撮
影
） 

 

 

 
 

拝
殿 

纏→ 

 

←
小
頭 

←
副
組
合
長 

←
組
合
長 

 

正
面
左 

階
子
↓ 

鳶
口 

鳥
居 

乗り子（待ち） 
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出
初
式
会
場 

木
遣
と
纏
振
り
位
置
模
式
図 

                      

木
遣
と
纏
振
り
（
令
和
六
年
一
月
一
一
日
、
鳥
居
撮
影
） 

 

    

鳶
口 

←

副
組
合
長 

 

纏→ 

若鳶 

乗り子 ←
小
頭 

木
遣
師 

←

副
組
合
長 

 

←

小
頭 

（
組
合
旗
） 

纏→ 

市章 

纏 （
小
、
一
番
）→

 

 纏 （
田
、
二
番
）→

 

 

纏 （
〇
、
三
番
）→

 

 

纏 （
ら
、
四
番
）→
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蕎
麦
屋
・
正
庵
（
小
田
原
市
本
町
一
丁
目
九−

二
九
）
階
子
乗
り
位
置
模
式
図 

 

              

 
 
 
 
 

      

正
庵
前
の
階
子
乗
り
（
令
和
六
年
一
月
一
一
日
、
鳥
居
撮
影
） 

 

     

 
 

車
道 

（
国
道
一
号
線
） 

歩
道 

蕎麦屋店舗 

乗り子（待ち）→ 

副
組
合
長
↓ 

小
頭
↓ 

小
頭
↓ 

 

纏
↓ 

正
面
左
下 

階
子
↓ 

鳶
口 

←組合長 
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ミ
ナ
カ
・
階
子
乗
り
位
置
模
式
図 

                     

 

ミ
ナ
カ
・
階
子
乗
り
（
令
和
六
年
一
月
一
一
日
、
鳥
居
撮
影
） 

            

 
 

 

二
宮
金
次
郎
像 

←組合長 

←副組合長 

←小頭 

←小頭 

 

纏
↓ 

「
一
番
」 

正
面
右 

←
階
子 

鳶
口 

←
乗
り
子
（
待
ち
） 

←
纏 

「
二
番
」 
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万
葉
の
湯
・
階
子
乗
り
位
置
模
式
図 

                      

  

万
葉
の
湯
・
階
子
乗
り
（
令
和
六
年
一
月
一
一
日
、
鳥
居
撮
影
） 

     

  
 
 
 
 

         

 

歩
道 

（
市
道1

2
9

号
） 

 

←
組
合
長 

←
副
組
合
長 

←
小
頭 

← 

 

←纏「一番」 

 

正
面
上 

←
階
子 

鳶
口 

←乗り子（待ち） 

←
纏
「
二
番
」 

 

万葉の湯店舗 
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９-

１-

２ 

練
習
、
階
子
造
り
・
写
真 

 
纏
振
り
練
習
（
令
和
五
年
四
月
二
四
日
、
保
坂
撮
影
） 

 

  

  

木
遣
練
習
（
令
和
五
年
四
月
二
四
日
、
保
坂
撮
影
） 
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木
遣
練
習
（
令
和
五
年
一
〇
月
一
七
日
、
鳥
居
撮
影
） 

 

  

  

階
子
乗
り
練
習
（
遠
見
）（
令
和
五
年
一
二
月
五
日
、
鳥
居
撮
影
） 
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階
子
造
り
（
令
和
六
年
一
月
四
日
、
保
坂
撮
影
） 

 

  

  

階
子
図
面
（
令
和
六
年
一
月
四
日
、
鳥
居
撮
影
） 
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９‐

１‐

３ 

小
田
原
北
條
五
代
祭
り
・
写
真 

 
行
列
と
纏
振
り
（
国
際
通
り
、
令
和
六
年
五
月
三
日
、
鳥
居
撮
影
） 

 

  

纏
振
り
（
三
の
丸
小
学
校
前
、
令
和
六
年
五
月
三
日
、
鳥
居
撮
影
） 

 



- 24 - 

 

９-

１-

４ 

古
式
消
防
関
係
石
造
物
・
写
真 

 
木
遣
塚
（
石
灯
籠
、
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
年
）
四
月
建
立
、
松
原
神
社
境
内
） 

  

 

石
造
真
棒
（
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
年
）
四
月
建
立
、
松
原
神
社
境
内
） 
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９-

１-

５ 

階
子
乗
り
の
技 

（
令
和
六
年
出
初
式
で
の
階
子
乗
り
の
技
） 

 

・
ホ
カ
ケ
（
腹
亀→

肝
つ
ぶ
し→

逆
さ
大
の
字→

帆
掛
） 

（
１
）
ハ
ラ
ガ
メ
（
二
本
腹
亀
） 

 

（
２
）
キ
モ
ツ
ブ
シ
（
肝
つ
ぶ
し
） 

 

 
 

  

（
３
）
サ
カ
サ
ダ
イ
ノ
ジ
（
逆
さ
大
の
字
） 

 

（
４
）
ホ
カ
ケ
（
帆
掛
） 

 

                       

カ
タ
カ
ナ
：
小
田
原
で
の
呼
称 

（
ひ
ら
が
な
・
漢
字
）：
参
考
呼
称
（『
仙
台
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第4

32

集 

仙
台
消
防
階
子
乗
り
民
俗
文
化
財
調
査

報
告
書
』、
小
川
建
設
「
梯
子
乗
り
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

） 
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・
シ
ャ
チ
（
鯱
）（
鯱→

逆
さ
大
の
字→

胴
鯱
） 

 

（
１
）
シ
ャ
チ
（
鯱
） 

 

（
２
）
サ
カ
サ
ダ
イ
ノ
ジ
（
逆
さ
大
の
字
） 

 

  

  

（
３
）
シ
ャ
チ
（
胴
鯱
） 
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・
カ
ン
タ
ン
（
枕
邯
鄲
）（
枕
邯
鄲→

腹
亀→

肝
つ
ぶ
し
） 

（
１
）
カ
ン
タ
ン
（
枕
邯
鄲
） 

 

 

（
２
）
ハ
ラ
ガ
メ
（
一
本
腹
亀
） 

 

  

（
３
）
キ
モ
ツ
ブ
シ
（
肝
つ
ぶ
し
） 
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（
１
）
ハ
ッ
ソ
ウ
ト
ビ
（
八
艘
飛
び
） 

 

（
２
）
ハ
ラ
ガ
メ
（
一
本
腹
亀
） 

 

   

（
３
）
キ
モ
ツ
ブ
シ
（
肝
つ
ぶ
し
） 

 

          

                       

・
ハ
ッ
ソ
ウ
ト
ビ
（
八
艘
飛
び
）（
八
艘
飛
び→

腹
亀→

肝
つ
ぶ
し
） 
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・
ウ
グ
イ
ス
（
か
な
び
き
一
芸→

谷
覗
き→

途
中
邯
鄲
） 

（
か
な
び
き
一
芸
） 

 

（
谷
覗
き
） 

 

 

   

（
途
中
邯
鄲
） 
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技
を
形
成
す
る
型
（
便
宜
上
「
型
」
と
呼
称
） 

頂
上
型 

・
ト
オ
ミ
、
イ
ッ
ポ
ン
ド
オ
ミ
（
一
本
遠
見
） 

 

・
ニ
ホ
ン
ド
オ
ミ
（
二
本
遠
見
） 

 

 

 

  

・
ハ
ラ
ガ
メ
（
二
本
腹
亀
） 

 

・
ハ
ラ
ガ
メ
（
一
本
腹
亀
） 

 

 

  

・
セ
ガ
メ
（
背
亀
） 

 

・
セ
ガ
メ
（
二
本
背
亀
） 
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・
キ
モ
ツ
ブ
シ
（
肝
つ
ぶ
し
） 

 

           

  

・
ヒ
ザ
ド
メ
（
膝
留
め
） 

 

   

  

・
サ
カ
サ
ダ
イ
ノ
ジ
（
逆
さ
大
の
字
） 

 

・
ホ
カ
ケ
（
帆
掛
） 
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・
シ
ャ
チ
（
鯱
） 

 

 

・
シ
ャ
チ
（
胴
鯱
） 

 

  

・
カ
ン
タ
ン
（
枕
邯
鄲
） 

 

 

・
ハ
ッ
ソ
ウ
ト
ビ
（
八
艘
飛
び
） 

 

  

途
中
型 

・（
か
な
び
き
一
芸
） 

 

・（
谷
覗
き
） 
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・（
途
中
邯
鄲
） 

 

・（
足
首
留
） 

 

  

   

・
ヒ
ザ
ド
メ
（
膝
留
め
） 
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９-

１-

６ 

階
子
乗
り
の
技
・
古
写
真 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

                   

                       

                       

・
出
初
式
の
は
し
ご
乗
り
（
撮
影
年
不
詳
、
お
濠
端
通
り
、
小
田
原
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
） 

・
出
初
式
（
一
九
五
八
年
、
お
濠
端
通
り
、
小
田
原
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
） 
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・
出
初
式
階
子
乗
り
（
技
・
釣
亀
、
昭
和
三
〇
年
代
、
個
人
蔵
） 
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９-
１-
７ 

衣
装 

・
組
合
長
（
頭
） 

  

・
副
組
頭 
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・
小
頭 

  

・
若
鳶 

 



 

- 38 - 

 

 

・
鳶
口
（
カ
ギ
） 

 

・
乗
り
子 
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年
寄 
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纏 
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９-

２ 

鳶
職
木
遣
曲
目
・
歌
詞 

９-

２-

１ 

鳶
職
木
遣
曲
目 

 

「
き
や
り
集
」
木
遣
保
存
会
・
木
保
睦
編
、
一
九
五
七
年  

 
 

 
曲
目 

歌
詞
前
の
題
名 

一 

梃 

梃
（
て
こ
） 

（
中
間
） 

二 

と
び
お
け 
鳶
お
け
塚 

（
中
間
） 

三 

五
尺 

五
尺
手
拭
程
よ
く
染
め
た 

四 

駅
路 

駅
路 
（
中
間
） 

五 

蝶
々
花 

蝶
々
花 

六 

五
萬
石 

五
萬
石 

七 

三
河
嶋 

三
河
嶋 

（
中
間
） 

八 

鎌
倉 

鎌
倉 

九 

布
目 

布
目 

一
〇 

遠
鐘 

遠
鐘 

 

一
一 

軽
井
澤 

軽
井
澤 

（
中
間
） 
 

一
二 

ど
ん
志
ょ
目 

ど
ん
し
ょ
め 

 

一
三 

野
曾
木 

野
曾
㐂 

 

一
四 

仝
送
り 

野
曾
木
送
り 

 

一
五 

八
津
志
ょ
芽 

さ
ん
こ
の
節 

八
津
志
ょ
芽 

（
中
間
） 

 

一
六 

小
車 

小
車
返
し 

小
車 

（
中
間
） 

 

一
七 

 

小
車
返
し 

 

一
八 

さ
ん
志
ょ
の
木 

 
 

一
九 

黒
鐘 

清
念
寺 

黒
鐘 

（
中
間
） 

 

二
〇 

湊 

み
な
と 

 

二
一 

ゑ
志 

え
し
割 

 
 

二
二 

酒
田 

酒
田 

 

二
三 

田
歌 

田
歌
割 

田
う
匁 

（
中
間
） 

 

二
四 

日
光 

松
坂 

日
光 

（
中
間
） 
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「
き
や
り
集
」
木
保
睦
編
、
一
九
六
五
年 

 
 

 

 

曲
目 

歌
詞
前
の
題
名 

一 

梃
（
手
古
）
子 

「
手
古
」
て
こ 

 

二 
駅
路 

駅
路 

 

三 
三
河
嶋 

三
河
嶋 

 

四 

野
曾
㐂 

野
曾
㐂 

 

五 

鎌
倉 
鎌
倉 

 

六 

五
尺 

五
尺 

 

七 

布
目 

布
目 

 

八 

小
車 

小
車 

 

九 

小
車
返
し 

小
車
返
し 

 

一
〇 

軽
井
澤 

軽
井
澤 

 

一
一 

蝶
々
花 

蝶
々
花 

 

一
二 

五
万
石 

五
万
石 

 

一
三 

遠
鐘 

遠
鐘 

 

一
四 

黒
鐘 

黒
鐘 

 

一
五 

山
椒
の
木
し
お
り 

山
椒
の
木
し
お
り 

 

一
六 

ど
ん
志
ょ
目 

ど
ん
志
ょ
目 

 

一
七 

野
曾
㐂
送
り 

野
曾
㐂
送
り 

 

一
八 

鳶
掛
塚 

鳶
掛
塚 

 

一
九 

酒
田 

酒
田 

 

二
〇 

港 

港 
 

二
一 

田
歌 

田
歌 

 

二
二 

ゑ
志 

ゑ
志 

 

二
三 

日
光 

日
光 

 

二
四 

八
津
志
ょ
目 

八
津
志
ょ
目 

 

二
五 

松
坂 

松
坂 

 

録
音
デ
ー
タ
・
木
保
睦
制
作
、
一
九
七
二
年 

 
 

曲
目 

 
 
 

読
み 

一 
 
 

真
鶴
・
手
古 

 

テ
コ 

二 
 
 

五
万
石 

 
 
 

ゴ
マ
ン
ゴ
ク 

三 
 
 

五
尺 

 
 
 
 

ゴ
シ
ャ
ク 

四 
 
 

蝶
々
花 

 
 
 

チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
ケ 

五 
 
 

駅
路 

 
 
 
 

エ
キ
ロ 

六 
 
 

東
金 

 
 
 
 

ト
オ
ガ
ネ 

七 
 
 

布
目 

 
 
 
 

ヌ
ノ
メ 

八 
 
 

三
河
島 

 
 
 

ミ
カ
ワ
シ
マ 

九 
 
 

鎌
倉 

 
 
 
 

カ
マ
ク
ラ 

一
〇 

 

さ
ん
志
与
の
木 

サ
ン
シ
ョ
ノ
キ 

一
一 

 

軽
井
澤 

 
 
 

カ
ル
イ
ザ
ワ 

一
二 

 

ど
ん
志
与
目 

 

ド
ン
シ
ョ
メ 

一
三 

 

湊 
 
 
 
 
 

ミ
ナ
ト 

一
四 

 

酒
田 

 
 
 
 

サ
カ
タ 

一
五 

 

黒
鐘 

 
 
 
 

ク
ロ
ガ
ネ 

一
六 

 

小
車 

 
 
 
 

コ
グ
ル
マ 

一
七 

 

小
車
の
返
し 

 

コ
グ
ル
マ
ノ
カ
エ
シ 

一
八 

 

八
津
志
与
芽 

 

ヤ
ッ
シ
ョ
メ 

一
九 

 

さ
ん
こ
の
節 

 

サ
ン
コ
ノ
フ
シ 

二
〇 

 

野
曾
木 

 
 
 

ノ
ゾ
キ 

二
一 

 

野
曾
木
の
送
り 

ノ
ゾ
キ
ノ
オ
ク
リ 

二
二 

 

鳶
掛
塚 

 
 
 

ト
ビ
カ
ケ
ヅ
カ 

二
三 

 

せ
い
ね
ん
じ 

 

セ
イ
ネ
ン
ジ 

二
四 

 
田
歌
割 

 
 
 

タ
ウ
タ
ワ
リ 

二
五 

 

絵
師
割 

 
 
 

エ
シ
ワ
リ 
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二
六 

 

絵
師 

 
 
 
 

エ
シ 

二
七 

 

田
歌 

 
 
 
 

タ
ウ
タ 

二
八 

 

日
光 

 
 
 
 

ニ
ッ
コ
ウ 

二
九 

 
松
坂 

 
 
 
 

マ
ツ
ザ
カ 
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９-
２‐

２ 

き
や
り
集 

 

①
『
き
や
り
集 

改
訂
版
』、
発
行
小
田
原
木
遣
保
存
会
、
木
保
睦
、
昭
和
三
二
年
九
月
（
ガ
リ
版
印
刷
） 
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②
『
き
や
り
集
』、
発
行
小
田
原
木
保
睦
、
昭
和
四
〇
年
頃
（
手
書
き
） 
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９-

３ 

記
事 

明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
年
）
一
月
一
三
日
（
横
浜
貿
易
新
報
） 

「
一
昨
日
の
消
防
出
初
式
」 

「
▽
御
用
邸
前
の
壮
観
△ 

 

▽
勇
ま
し
き
□
□
□
し
△ 

新
年
式
事
の
一
に
数
へ
ら
れ
し
小
田
原
町
の
消
防
出
初
式
は
一
昨
十
一
日
小
田
原
町
御
用

邸
前
堀
端
に
於
て
挙
行
せ
ら
れ
ぬ
式
場
の
中
央
に
は
高
サ
百
三
十
尺
の
丸
太
棹

を
立
て
竿
頭
に
は
経
一
尺
程
も
あ
る
張
子
の
達
摩
を
ば
吹
筒
の
水
力
に
依
り
て

上
下
な
し
得
る
楼
の
装
置
と
な
し
郡
役
所
前
よ
り
裁
判
所
前
小
学
校
前
等
に
至

る
堀
端
一
体
の
路
傍
に
は
各
方
面
消
防
組
の
部
署
を
定
め
た
る
立
札
を
建
て
あ

り
本
部
の
位
置
は
女
子
裁
縫
学
校
前
其
他
右
に
は
新
聞
記
者
、
各
町
村
長
其
他

来
賓
席
を
設
け
た
り
」 

 

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
一
月
一
三
日
（
横
浜
貿
易
新
報
） 

「
小
田
原 

消
防
出
初
式
」 

「
小
田
原
町
全
町
の
消
防
出
初
式
は
十
一
日
午
前
九
時
よ
り
御
用
邸
前
広
場
に
て
挙
行
し
、

先
づ
本
県
警
務
課
長
代
理
岸
本
保
安
課
長
の
点
検
あ
り
夫
よ
り
梯
子
乗
り
あ
り

て
次
に
例
の
注
水
試
験
の
達
磨
落
し
あ
り
終
り
を
告
げ
し
は
午
後
一
時
半
頃
な

り
し
が
小
田
原
署
に
て
は
所
長
初
め
署
員
総
出
に
て
指
揮
し
郡
役
所
よ
り
は
郡

長
其
他
町
役
場
よ
り
は
今
井
町
長
宮
田
助
役
等
立
会
せ
し
が
常
日
生
憎
雨
天
に

て
雪
さ
へ
交
り
寒
気
烈
し
か
り
し
に
も
拘
は
ら
ず
一
同
何
れ
も
奮
励
し
好
成
績

な
り
し
が
見
物
人
も
雨
天
を
厭
は
ず
詰
掛
け
殆
ん
ど
立
錐
の
地
も
無
き
盛
況
な

り
き
」 

 

大
正
六
年
（
一
九
一
七
年
）
一
月
七
日
（
横
浜
貿
易
新
報
） 

「
恒
例
の
出
初
式
」 

「
▲
勤
労
者
を
表
彰
す 

小
田
原
町
消
防
組
二
十
六
分
隊
は
毎
年
一
月
十
一
日
小
田
原
町
御
用
邸
前
に
於
て
出
初
式

を
挙
行
し
終
つ
て
郡
役
所
に
於
て
執
行
官
よ
り
の
□
□
い
る
が
例
に
て
本
年
は

小
田
原
消
防
組
に
片
浦
、
早
川
、
大
窪
、
寺
町
、
□
□
、
山
王
、
酒
匂
、
□
□
、

□
□
□
□
村
の
諸
う
っ
ぼ
う
く
み
と
連
合
の
下
に
同
日
午
前
く
じ
よ
り
御
用
邸

前
に
於
て
執
行
し
梯
子
乗
り
及
び
放
水
試
験
等
を
行
ひ
て
下
郡
役
所
に
於
て
各

組
小
頭
、
組
頭
列
席
の
上
勤
労
者
の
表
彰
式
を
□
ぐ
る
□
な
り
」 

  

大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
）
一
月
一
二
日
（
横
浜
貿
易
新
報
） 

「
御
用
邸
前
の
壮
観
」 

「
♢
小
田
原
連
合
出
初
式 

小
田
原
町
御
用
邸
前
の
御
濠
端
に
於
て
行
は
る
恒
例
の
消
防
出
初
式
は
寒
晴
れ
の
昨
十
一

日
午
前
九
時
よ
り
挙
行
さ
れ
た
参
加
消
防
組
は
小
田
原
町
内
の
廿
一
組
に
寺
町
、

井
細
田
、
多
古
、
荻
窪
、
山
王
、
一
色
、
酒
匂
、
小
八
幡
、
板
橋
、
風
祭
、
水
の

尾
、
早
川
、
石
橋
、
米
神
、
根
府
川
等
の 

▲
管
内
三
十
六
組 

に
て
村
落
の
舞
台
は
未
明
よ
り
小
田
原
町
を
指
し
て
詰
め
か
け
幸
町

一
丁
目
を
埋
め
た
。
斯
く
て
八
時
半
□
□
た
寒
天
に
鳴
り
響
く
喇
叭
の
音
を
合

図
に
小
田
原
消
防
旗
を
先
頭
に
谷
田
組
頭
引
率
の
下
に
歩
調
を
揃
へ
て
箱
根
口

を
迂
回
し
式
場
な
る
御
用
邸
に
入
り
込
み
定
め
の
席
に
着
く
と
切
目
正
し
い 

▲
一
斉
に
放
水
し 

て
各
威
力
を
示
し
た
が
飛
沫
は
□
と
降
り
旭
光
に
映
じ
て
御
用
邸
の

松
の
□
を
五
彩
に
染
め
壮
観
を
□
む
斯
く
し
て
式
を
終
り
各
組
の
小
頭
以
上
は

郡
役
所
に
集
合
□
□
の
廿
年
余
り
勤
労
消
防
夫
百
二
十
名
に
対
し
石
黒
所
長
よ

り
表
彰
状
を
授
与
し
訓
示
及
び
列
席
者
の
祝
辞
あ
り
□
に
全
く
出
初
式
を
了
し

た
」 

 

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
一
月
七
日
（
横
浜
貿
易
新
報
） 

「
小
田
原
町
の
鳶
職
組
合
紛
憂
」 
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「
組
合
員
が
芸
妓
（
げ
い
し
ゃ
）
の
箱
持
し
た
と
て 

小
田
原
町
内
の
鳶
職
組
合
員
中
に
は

毎
年
出
入
の
芸
妓
屋
に
雇
は
れ
三
ヶ
日
間
箱
丁
の
代
り
を
為
し
芸
妓
の
供
を
為

す
者
あ
る
よ
り
他
の
組
合
員
は
鳶
職
組
合
の
面
目
を
損
傷
く
る
も
の
と
為
し
一

昨
年
末
猛
烈
な
る
反
対
を
為
し
為
に
昨
春
は
全
部
芸
妓
屋
の
出
入
り
を
断
り
た

る
が
年
頭
芸
妓
の
出
入
は
収
入
頗
る
多
く
一
日
七
八
円
よ
り
十
円
に
当
る
を
以

て
前
年
反
対
せ
し
七
八
名
が
本
年
は
箱
持
を
成
し
芸
妓
の
供
を
成
し
た
る
よ
り

全
組
合
員
は
頗
る
憤
慨
し
除
名
処
分
を
成
さ
ん
と
目
下
寄
り
〱
協
議
中
な
れ
ば

来
る
べ
き
新
年
総
会
に
は
非
常
な
る
紛
憂
を
想
起
す
べ
き
形
成
な
り
と
云
う
」 

 

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
一
月
五
日
（
横
浜
貿
易
新
報
） 

「
小
田
原
出
初
め
」 

「
小
田
原
町
大
窪
早
川
連
合
消
防
出
初
は
十
一
日
小
田
原
御
濠
端
で
行
は
れ
る
」 

 

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
年
）
一
月
一
二
日
（
横
浜
貿
易
新
報
） 

「
合
併
消
防
出
初
式
」 

「
小
田
原
町
並
に
早
川
大
窪
両
村
合
併
消
防
出
初
め
式
は
例
年
十
一
日
挙
行
さ
れ
た
が
本

年
は
大
日
本
消
防
協
会
松
井
博
士
の
講
演
関
係
か
ら
十
六
日
に
延
期
さ
れ
た
の

で
十
一
日
鳶
職
一
二
番
組
の
梯
子
乗
り
だ
け
行
っ
た
」 
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９-

４ 

旧
小
田
原
藩
町
方
火
消
纏
雛
形
（
小
田
原
市
立
図
書
館
所
蔵
、
お
だ
わ
ら
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
よ
り
転
載
） 
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９-

６ 

話
者 

小
田
原
市
鳶
職
組
合
組
合
長 

金
子
正
房
（
昭
和
三
三
年
生
） 

小
田
原
市
鳶
職
組
合
副
組
合
長 

大
木
孝
一
（
昭
和
三
四
年
生
）） 

小
田
原
市
鳶
職
組
合
副
組
合
長 

湯
川
吉
寛
（
昭
和
四
三
年
生
） 

 

参
考
文
献 

小
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建
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「
梯
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元
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三
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史
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第
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号
、
小
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原

史
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会 
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京
の
消
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年
記
念
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事
推
進
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員
会
編 

一
九
八
〇
年
『
東
京
の
消
防
百
年
の
歩
み
』、

東
京
消
防
庁 

戸
澤
利
雄
監
修
、
創
立
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一
〇
周
年
記
念
誌
実
行
委
員
会
編 

一
九
七
五
年
『
小
田
原
鳶
職

組
合 

創
立
一
一
〇
周
年
記
念
誌
』
小
田
原
鳶
職
組
合 

西
山
松
之
助
編 

一
九
七
八
年
『
江
戸
町
人
の
研
究
』
第
五
巻
、
吉
川
弘
文
館 

松
原
神
社
明
神
會 

二
〇
一
五
年
『
松
原
神
社 

明
神
會 

二
〇
周
年
記
念
誌
』
協
和
印
刷 

山
本
純
美 

一
九
九
三
年
『
江
戸
の
火
事
と
火
消
』
河
出
書
房
新
社 

横
浜
貿
易
新
報
社 

一
九
一
〇
年
「
小
田
原 

消
防
出
初
式
」『
横
浜
貿
易
新
報
』
一
月
一

三
日
、
横
浜
貿
易
新
報
社 

横
浜
貿
易
新
報
社 

一
九
一
七
年
「
恒
例
の
出
初
式
」『
横
浜
貿
易
新
報
』
一
月
七
日
、
横

浜
貿
易
新
報
社 

横
浜
貿
易
新
報
社 

一
九
二
〇
年
「
合
併
消
防
出
初
式
」『
横
浜
貿
易
新
報
』
一
月
一
二
日
、

横
浜
貿
易
新
報
社 

横
浜
貿
易
新
報
社 

一
九
三
七
年
「
小
田
原
町
の
鳶
職
組
合
紛
擾
」『
横
浜
貿
易
新
報
』
一

月
一
二
日
、
横
浜
貿
易
新
報
社 

 



 

ピッチがほとんど下がっておらず、音楽的に高い技術を持っていたことがうかがえる。現在は①と比較す

ると細かい装飾が簡略化されているものの、基本的な曲の形を伝承しており、また木遣りを歌いながら棒

を使って地附きのリズムを取るという伝統を保持しているといえる。 

ただ、カワの歌唱中に徐々にピッチが下がってきてしまうのが残念である(歌い出しと比較し半音ほど下

がっている)。①と③の音源ではピッチはほとんど下がっていないため、ピッチが下がっていくのは本来の

歌い方ではないのではないかと考えられる。 

 

注）2024 年 10月 27 日戸塚区横浜市消防訓練センター(神奈川県横浜市戸塚区 777)で開催された「第 33 回

文化部研修大会」((一社)神奈川県鳶工業連合会)にて小田原市消防木遣の湯川吉寛(ゆかわよしひろ)

氏に聞き取り 
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10-２ 鳶職木遣採譜所見 

 

寺田 真由美（京都芸術大学非常勤講師、相模女子大学非常勤講師、玉川大学非常勤講師、および横浜

市無形民俗文化財保護団体育成検討会検討委員） 

 

［採譜音源］ 

①「真鶴」（「CD 木遣り集」昭 和 4 7 年 ２ 月 制 作 ） 

小田原過去（昭 和 4 7 年 ２ 月 制 作 ） 

②「真鶴・手古」（文化部研修大会第 26 回小田原鳶職組合） 

小田原現在（平 成 2 6 年 録 音 ）  

③「真鶴・手古」（文化部研修大会第 26 回川崎）  

川崎現在 

④「真鶴・手古」（令和５年小田原鳶職組合木遣唄練習）  

小田原現在（令和５年録音） 

 

【現状】 

小田原古式消防に伝えられている木遣りは、「一声会」によって伝承されている。この「一声会」は大正

14 年（1925 年)に鳶職木遣の保存会として組織され、現在でも鳶職によって担われている。木遣は昭和の

始めくらいに東京から来た桜井先生という木遣の先生(小田原市全域で教授)から教わったと伝えられてい

る。 

披露の主な機会は１月小田原市の出初式、５月の「小田原北條五代祭り」、11 月「神奈川県鳶連文化部研

修大会」と少なく、さらなる機会があればうれしいとのことである。 

現在伝承されている曲は《真鶴》《手古》《石割》《珍重》《衛士》《松坂》《駅路》《黒鉄》《三河島》等 60

数曲あるが、実際歌唱機会のある曲は 10 曲ほどである。楽譜はなく口伝で伝承しているため習得が難しい。

そのため鳶職以外からも木遣をやる人を募っているが、現状では応募者がいない。(注) 

 

【木遣に対する所見】 

《真鶴》《手古》は、ともに江戸系木遣では必ず歌われる曲である。両曲ともに「木遣師」(音頭)と「カ

ワ」(一同)との掛合いになっている。小田原古式消防の「一声会」が伝える《手古》は、現在東京で「江戸

木遣り」として保存会が伝承している同曲とは随所に違いがみられるものの、江戸系木遣りの影響を大き

く受けているといえる。《真鶴》は「江戸木遣り」とほぼ同じである。 

なお、③の川崎市の《真鶴》《手古》と、現在の②④とはほぼ同じといっていいくらい似通っている。伝

承ルートは現在調査中である。 

小田原古式消防木遣りの新旧の音源を比較すると、①の昭和 47 年の録音と現在とでは、特に《手古》の部

分がいくつもの点で異なっている。採譜を見比べるとわかるように、①では音の装飾が多く、また掛合い

も頻度が高く行われている。そしてアカペラの掛合いで７分近く歌っているにも関わらず、曲の最後まで
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2023年練習動画(採譜：寺田真由美2024年７月)

小田原古式消防木遣《真鶴》《手古》
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ォ ォォどちいね

ォォ

ェ ェ

をォ

ーせ

を

ォをよォ

ー

ー

ー

こエ

ー

てら

ァやいほォォ

いええ

ー

ー

ォよ

あやァ

エ

ェェ

ォん

ー

よ

ーえりょーやおんをーォォよ

 = 52

 = 40-52

《手古》

《真鶴》

カワ

木遣師
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ねァやい

よォ

ア こー

いォ

ェいえいェ

ハ

ォほォォ

ォ ォォォォォ

ェェ ェェせ

ォォ

ね

よォ

はれ

ァや

ェいえ

いェェェ ェェせはれァ こーハ

にォォィ どィちエ い

す









2













川崎鳶職組合木遣《真鶴》《手古》
(採譜：寺田真由美2024年７月)

25

19

13

7





 


























  

 

 

























































































ね

ほォォ

ェェせ

ォを

ォォよォ

ォこ

--

エ

-

ァやいォォ

ェいえエ

よォェ

ェェ

ー

ーえ

ァァィ まみのたェェ

てァうれァやァォいよ

れよォやァうー ォォよォ

 = 50-57
 = 45

《手古》

《真鶴》
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31

 






  

 

















































ォ ォほォォを

ねァやい

よォいえェえ

ェ ェェせれ わこ

ィィに ィォォど



2









平成26年録音(採譜：寺田真由美2024年7月)

小田原古式消防木遣《真鶴》《手古》

25

19

13

7



 

 























 









 































































































ねや ァ

を ォ

ォこエ

ー

よォいえェ

ォォよ

いほォォォォ

ええィェ

エ

を

ー

せ

を ォー

ー

え

ィいち

てうれェァァやァォいよォ

りょーやォ うーをォよ

 = 69-71
 = 64

カワ

木遣師

《手古》

《真鶴》
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ねァァやィいォォォォォォォほエォォォォ

ァァァやァァ

ェェーえェ

まいーらさェェェェェェ

3

3

3

＊ここより音割れが
ひどく聞き取りが
部分的になるため
歌詞不記載
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昭和47年録音CDより(採譜：寺田真由美2024年7月)

小田原鳶職木遣《真鶴》《手古》

31

25

19

13

7











 
 



 











 





























 

 











































































































































 















よォい

こ

えィェェ

いォォォォ

ィえェ

ォォォォほォォォ

ェェェー

ォォ

せ

ォォ

ェェーせ

ねァ

はれ

ァや

ォォォォよォ

ォこ

を

ェェ

ーー

エ

ァやェェェ

いえ

ェー

ーえ

ォォのわェれこれァーや

てらあ

ァァァァやァよ ォい

りょーやァンんンォォォォォォよ

3

33

 = 50《真鶴》

《手古》

カワ

木遣師
























 

10 楽譜と採譜所見 

 

10-１ 楽譜（採譜：寺田 真由美［京都芸術大学非常勤講師、相模女子大学非常勤講師、玉川大学非常勤

講師、および横浜市無形民俗文化財保護団体育成検討会検討委員］） 

 

［採譜音源］ 

①「真鶴」（小田原鳶職組合、一聲会、小田原木遣保存会、木保睦会、C D「木遣り集」昭 和 4 7 年 ２

月 制 作 ） 

  

②「真鶴・手古」（小田原鳶職組合、文化部研修大会第 26回、平成 26年録音） 

 

③「真鶴・手古」（川崎鳶職組合、文化部研修大会第 26回、平成 26年録音）  

 

④「真鶴・手古」（小田原鳶職組合木遣唄練習、令和５年録音） 
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